
JP 5348403 B2 2013.11.20

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技進行状態を識別する遊技進行状態識別手段と、
　振動することにより第１状態と第２状態とを繰り返しとる振動検出手段と、
を含む遊技機であって、
　前記振動検出手段の状態の周期的な監視に基づいて、前記振動検出手段が前記第２状態
である場合に所定の基準値から離れる値に振動判定情報を更新し、前記振動検出手段が前
記第１状態である場合であって前記振動判定情報が前記基準値と異なる値である場合に前
記基準値に近づく値に前記振動判定情報を更新する振動判定情報更新手段と、
　前記振動判定情報更新手段による前記振動判定情報の更新に伴い前記振動判定情報が前
記基準値と所定の閾値との間の範囲と異なる値となった場合に、所定の振動状態と判定す
る振動判定手段と、
を含み、
　前記振動判定情報更新手段は、前記遊技進行状態識別手段による遊技進行状態の識別に
基づいて、前記振動判定情報の更新量を異ならせる、
ことを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　遊技進行状態を識別する遊技進行状態識別手段と、
　振動することにより第１状態と第２状態とを繰り返しとる振動検出手段と、
を含む遊技機であって、
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　前記振動検出手段の状態の周期的な監視に基づいて、前記振動検出手段が前記第２状態
である場合に振動判定情報を増加させるように更新し、前記振動検出手段が前記第１状態
である場合であって前記振動判定情報が所定の基準値より大きい場合に前記振動判定情報
を減少させるように更新する振動判定情報更新手段と、
　前記振動判定情報更新手段による前記振動判定情報の更新に伴い前記振動判定情報が所
定の閾値を上回った場合に、所定の振動状態と判定する振動判定手段と、
を含み、
　前記振動判定情報更新手段は、前記遊技進行状態識別手段による遊技進行状態の識別に
基づいて、前記振動判定情報の更新量を異ならせる、
ことを特徴とする遊技機。
【請求項３】
　遊技進行状態を識別する遊技進行状態識別手段と、
　振動することにより第１状態と第２状態とを繰り返しとる振動検出手段と、
を含む遊技機であって、
　前記振動検出手段の状態の周期的な監視に基づいて、前記振動検出手段が前記第２状態
である場合に振動判定情報を減少させるように更新し、前記振動検出手段が前記第１状態
である場合であって前記振動判定情報が所定の基準値より小さい場合に前記振動判定情報
を増加させるように更新する振動判定情報更新手段と、
　前記振動判定情報更新手段による前記振動判定情報の更新に伴い前記振動判定情報が所
定の閾値を下回った場合に、所定の振動状態と判定する振動判定手段と、
を含み、
　前記振動判定情報更新手段は、前記遊技進行状態識別手段による遊技進行状態の識別に
基づいて、前記振動判定情報の更新量を異ならせる、
ことを特徴とする遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、弾球遊技機や回胴遊技機に代表される遊技機に関し、詳しくは、外部からの
加振を検知できる遊技機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の典型的な弾球遊技機には、振動が加えられたことを検出する振動検出手段が設け
られていた。これは、不正に遊技球を獲得する又はその獲得を促進する目的（以下、「不
正目的」）で故意に振動が加えられることがあるためである。弾球遊技機には、遊技球が
遊技領域を流下する場合、遊技球が入賞に応じて払い出される場合、払い出し用の遊技球
が供給される場合等の正常な遊技中においても微小な振動が加わったり、不正目的ではな
いにして、遊技球の発射操作を行うために弾球遊技機に触れる場合、遊技球を上皿に投入
する場合、下皿の下方に配置される遊技球の貯留箱を移動させる場合等においても不測の
振動が加わったりする場合がある。不正目的の故意の振動とその他の振動を厳密に識別す
ることは難しいが、一般的に、正常な遊技中の振動や不測の振動は、不正目的である可能
性の高い振動よりも弱いために、つまり、振幅や振動時間が小さいために、従来において
は、振動検出手段からのアナログ信号の出力振幅やアナログ信号又はデジタル信号の出力
時間に基づいて、加えられた振動の強さを推定し、所定の強さ以上の振動と推定された場
合に過剰振動と判定してその発生を報知する構成となっている。過剰振動の発生が報知さ
れることによって遊技機の設置ホール（以下、「遊技ホール」と略記する）の管理者や従
業者等は過剰振動の発生した弾球遊技機の近傍にいなくても過剰振動の発生を認識できる
。これによって、他の善良な遊技者に不快感を与えることなく、故意に振動を加えた可能
性の高い遊技者を監視でき、その遊技者が不正目的で振動を加えているのか否かを特定す
ることもできる。
【０００３】
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　振動強度の判断において、検出子の振れ角や検出子の移動時の加速度の大きさに応じた
振幅のアナログ信号を出力する振動検出手段が用いられるときには、そのアナログ信号に
基づいて所定の振幅以上の振動を検知した場合に、強い振動であると判断していた。アナ
ログ信号の振幅で判断する場合には、その振幅は振動強度を良好に指標する値であるため
に、振動強度を精度よく推定できる。しかし、この場合、アナログ信号に基づいて振幅の
大きさをデジタル情報に変換するＡＤ変換器等のハードウェアが必要となり、弾球遊技機
の構成が複雑化してしまう。したがって、近年においては、所定の振れ角以上の振動や所
定の加速度以上の振動を検出したときにオン状態（又は、オフ状態）のデジタル信号を出
力する振動検出手段が主に用いられるようになってきた。この場合の振動強度の判断にお
いては、そのデジタル信号のオン状態が所定の期間内に所定の時間以上の振動を検知した
場合に強い振動であると判断している。
【０００４】
　オン状態のデジタル信号の出力時間で判断する場合には、一回の振動に伴ってオン状態
のデジタル信号が間欠的に出力されるためにその終了のタイミングを検知することは困難
であるために、オン状態のデジタル信号が出力されてからの所定の期間が設定されており
、その期間内においてデジタル信号がオン状態であった時間（定期的な監視による検出回
数）を逐次に加算し、その累積値が所定の値を超えた場合に強い振動であると判断してい
る。なお、その所定の期間の終了時に累積値はリセットされる。このようなリセットを行
わなければ、微小な振動が断続的に複数回加えられた場合であってもそれらが全て加算さ
れ、その結果、誤って強い振動であると判断してしまうからである。このような複数回の
微小な振動の蓄積によって強い振動であると誤検知されてしまうことを抑制するためには
、微小な振動である場合にはオン状態のデジタル信号が出力されないように振動検出手段
におけるオン状態の判定を厳しくすることも考えられるが、厳しくするとオン状態のデジ
タル信号の累積出力時間と振動強度との相関が更に希薄になり、その結果、振動強度の推
定精度が低下することともなる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００５－３１２５９２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　従来のデジタル信号に基づいた振動強度の判定においては、一回の振動の開始を検知す
ると共にオン状態のデジタル信号の累積出力時間をリセットするために、ソフトウェアタ
イマやハードウェアタイマを設けて、そのタイマの制御を行わなければならず、少なくと
も制御負担が増加する。
【０００７】
　また、典型的な振動検出手段においては、特に強い振動の場合には一回の振動に伴って
間欠的にオン状態のデジタル信号が出力され、その出力パターンは、振動の開始された直
後の初期段階において振動の収束していく後期段階よりもオン状態の期間が短くなる傾向
があり、またオフ状態の期間の間隔も短くなる傾向がある。したがって、オン状態のデジ
タル信号の累積出力時間によって振動強度を良好に推定するためには、一回の振動の開始
から終了までの全期間にわたる累積出力時間を測定することが好ましい。これにより、累
積出力時間をリセットするまでの期間を短くすれば、複数回の振動の蓄積による誤検知を
抑制できるかのように思われるが、オン状態のデジタル信号の累積出力時間と振動強度と
の相関が更に希薄になり、その結果、振動強度の精度が低下することともなる。
【０００８】
　また、典型的な振動検出手段においては、一回の振動に伴って間欠的にオン状態のデジ
タル信号が出力されるために、連続的に故意の振動が与えられた場合には、各回の振動の
開始の検知精度が低下する場合もある。例えば、短期間における連続した加振（２度突き
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）による２回目の振動で遊技球を所定の入賞口等に不正に誘導した場合、１回目の振動は
強い振動であると判断されるが、２回目の振動に対しては、その途中で一旦累積出力時間
が一旦リセットされてしまい、最終的に弱い振動であると判定される場合もある。この場
合には、その入賞口等への遊技球が入球した時点では強い振動が検知されておらず何らの
報知も行われていない状態であることもあり、その結果、その入賞が振動によるものであ
ったのか、そうでなかったのかの判断が曖昧になることもある。つまり、このような不正
目的で振動を加える不正行為に対する対策の観点からも更なる改良の余地があった。
【０００９】
　更に、従来の典型的な遊技機においては、一律に振動強度の推測を行っていたが、遊技
球が遅い速度で進入する入賞口等に振動によって遊技球が不正に誘導される場合と遊技球
が速い速度で進入する可能性がある入賞口等に振動によって遊技球が不正に誘導される場
合とでは、振動が加えられてから遊技球が入賞口等に進入したことが検知されるまでの時
間が大幅に異なることが考えられるために、遊技球が速い速度で進入する可能性がある入
賞口等に向かう遊技球がある場合には、振動が許容範囲を超える振動であるか否かを他の
場合に比べて高速で検知できることが好ましい。また、遊技者にとって小利益の入賞口等
に振動によって遊技球が不正に誘導される場合と、遊技者にとって大利益の入賞口等に振
動によって遊技球が不正に誘導される場合とでは、不正に獲得される遊技球の個数が異な
るために、大利益の入賞口等に向かう遊技球がある場合には小利益の入賞口等に向かう遊
技球がある場合に比べて振動強度を高感度で検知できることが好ましい。逆に、特定の状
況下においては、遊技球を誘導する不正な振動を他の場合よりも低速で検知できたり低感
度で検知できたりすることが好ましい場合も考えられる。つまり、振動によって不正に遊
技球を誘導する不正行為であるか否かを遊技進行状態に依存せずに正確に判断する観点か
らも更なる改良の余地があった。
【００１０】
　なお、上記においては、遊技機が弾球遊技機である場合について説明したが、同様の課
題は、弾球遊技機に限らず、遊技球を遊技媒体とする回胴遊技機やメダルを遊技媒体とす
る回胴遊技機等を含む遊技機一般についても成り立つ。
【００１１】
　本発明の遊技機では、遊技進行状態に応じた精度で振動を検知する。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記の課題を解決するために、本発明の遊技機は、
　遊技進行状態を識別する遊技進行状態識別手段と、
　振動することにより第１状態と第２状態とを繰り返しとる振動検出手段と、
を含む遊技機であって、
　前記振動検出手段の状態の周期的な監視に基づいて、前記振動検出手段が前記第２状態
である場合に所定の基準値から離れる値に振動判定情報を更新し、前記振動検出手段が前
記第１状態である場合であって前記振動判定情報が前記基準値と異なる値である場合に前
記基準値に近づく値に前記振動判定情報を更新する振動判定情報更新手段と、
　前記振動判定情報更新手段による前記振動判定情報の更新に伴い前記振動判定情報が前
記基準値と所定の閾値との間の範囲と異なる値となった場合に、所定の振動状態と判定す
る振動判定手段と、
を含み、
　前記振動判定情報更新手段は、前記遊技進行状態識別手段による遊技進行状態の識別に
基づいて、前記振動判定情報の更新量を異ならせる、
ことを特徴としている。
　また、上記の課題を解決するために、本発明の遊技機は、
　遊技進行状態を識別する遊技進行状態識別手段と、
　振動することにより第１状態と第２状態とを繰り返しとる振動検出手段と、
を含む遊技機であって、
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　前記振動検出手段の状態の周期的な監視に基づいて、前記振動検出手段が前記第２状態
である場合に振動判定情報を増加させるように更新し、前記振動検出手段が前記第１状態
である場合であって前記振動判定情報が所定の基準値より大きい場合に前記振動判定情報
を減少させるように更新する振動判定情報更新手段と、
　前記振動判定情報更新手段による前記振動判定情報の更新に伴い前記振動判定情報が所
定の閾値を上回った場合に、所定の振動状態と判定する振動判定手段と、
を含み、
　前記振動判定情報更新手段は、前記遊技進行状態識別手段による遊技進行状態の識別に
基づいて、前記振動判定情報の更新量を異ならせる、
ことを特徴としている。
　また、上記の課題を解決するために、本発明の遊技機は、
　遊技進行状態を識別する遊技進行状態識別手段と、
　振動することにより第１状態と第２状態とを繰り返しとる振動検出手段と、
を含む遊技機であって、
　前記振動検出手段の状態の周期的な監視に基づいて、前記振動検出手段が前記第２状態
である場合に前記振動判定情報を減少させ、前記振動検出手段が前記第１状態である場合
であって前記振動判定情報が所定の基準値より小さい場合に前記振動判定情報を増加させ
る振動判定情報更新手段と、
　前記振動判定情報更新手段による前記振動判定情報の更新に伴い前記振動判定情報が所
定の閾値を下回った場合に、所定の振動状態と判定する振動判定手段と、
を含み、
　前記振動判定情報更新手段は、前記遊技進行状態識別手段による遊技進行状態の識別に
基づいて、前記振動判定情報の更新量を異ならせる、
ことを特徴としている。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明に係る遊技機であれば、遊技進行状態に応じた精度で振動を検知できる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】遊技機の一例を表す斜視図。
【図２】遊技機の開放状態の一例を表す斜視図。
【図３】遊技機の開放状態の他の一例を表す斜視図。
【図４】遊技機の一例を表す正面図。
【図５】遊技盤の一例を表す正面図。
【図６】遊技盤の一例を表す背面図。
【図７】センタ役物の一例を表す正面図。
【図８】遊技機の一例を表す背面図。
【図９】遊技機の電気的構成の一例を表すブロック図。
【図１０】主制御装置で実行されるタイマ割込み処理の一例を表すフローチャート。
【図１１】スイッチ監視処理の一例を表すフローチャート。
【図１２】センタ役物入球処理の一例を表すフローチャート。
【図１３】右ゲート通過処理の一例を表すフローチャート。
【図１４】左ゲート通過処理の一例を表すフローチャート。
【図１５】発射制御処理の一例を表すフローチャート。
【図１６】振動センサ監視処理の一例の前段部を表すフローチャート。
【図１７】振動センサ監視処理の一例の後段部を表すフローチャート。
【図１８】主制御装置で実行される主制御メイン処理の一例を表すフローチャート。
【図１９】主制御メイン処理における制御開始処理の一例を示すフローチャート。
【図２０】振動判定方法を定性的に表すタイミングチャート。
【図２１】非振分抽選状態における微少振動の検知に応じた遊技機の動作の一例を定性的
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に表すタイミングチャート。
【図２２】非振分抽選状態における過剰振動に基づく遊技機の動作の一例を定性的に表す
タイミングチャート。
【図２３】非振分抽選状態における異常振動に基づく遊技機の動作の一例を定性的に表す
タイミングチャート。
【図２４】非振分抽選状態における異常振動の検知後のセンタ役物への入球の検知に応じ
た遊技機の動作の一例を定性的に表すタイミングチャート。
【図２５】振分抽選状態における異常振動の検知に応じた遊技機の動作の一例を定性的に
表すタイミングチャート。
【図２６】前面枠セットの開放操作に伴う異常振動の発生後のセンタ役物への入球の検知
に応じた遊技機の動作の一例を定性的に表すタイミングチャート。
【図２７】センタ役物入球処理の第１変化例を表すフローチャート。
【図２８】右ゲート通過処理の第１変化例を表すフローチャート。
【図２９】左ゲート通過処理の第１変化例を表すフローチャート。
【図３０】振動センサ監視処理の前段部の第１変化例を表すフローチャート。
【図３１】振分抽選状態における異常振動の検知に応じた遊技機の動作の第１変化例を定
性的に表すタイミングチャート。
【図３２】センタ役物入球処理の第２変化例を表すフローチャート。
【図３３】右ゲート通過処理の第２変化例を表すフローチャート。
【図３４】左ゲート通過処理の第２変化例を表すフローチャート。
【図３５】振動センサ監視処理の前段部の第２変化例を表すフローチャート。
【図３６】振分抽選状態における異常振動の検知に応じた遊技機の動作の第２変化例を定
性的に表すタイミングチャート。
【図３７】右ゲート通過処理の第３変化例を表すフローチャート。
【図３８】左ゲート通過処理の第３変化例を表すフローチャート。
【図３９】振動センサ監視処理の後段部の第３変化例を表すフローチャート。
【図４０】振分抽選状態における異常振動の検知に応じた遊技機の動作の第３変化例を定
性的に表すタイミングチャート。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　本発明に係る遊技機の形態について説明する。なお、本発明に係る遊技機の各種の概念
的な構成について説明した後に、本発明に係る遊技機の各種の具体的な構成について説明
する。
【００１６】
　　〔概念的な構成〕
　本発明に係る遊技機は、遊技進行状態を識別する遊技進行状態識別手段と、振動を検出
する振動検出手段とを含んでいる。遊技進行状態識別手段は、複数種類の遊技進行状態の
うちいずれの遊技進行状態であるかを判断する。振動検出手段としては、例えば、検出子
の基準位置からの位置ズレを検出する手段、検出子の移動の速度を検出する手段、検出子
の移動の加速度を検出する手段が挙げられる。
【００１７】
　本発明に係る遊技機は、更に、振動判定情報を更新する振動判定情報更新手段を含んで
おり、振動判定情報更新手段は、振動検出手段による振動の検出に基づいて、所定の基準
値から離れる方向にずれた値に振動判定情報を更新する。ここで、「振動検出手段による
振動の検出に基づいて」には、振動検出手段からの振動を検出していることを表す生信号
（振動センサ信号）そのものの出力状態に応じる場合及びその出力状態のフィルタリング
の結果に応じる場合を含意している。なお、フィルタリングとは、ノイズ等による振動の
誤検出を防止するために、生信号の複数回の定期的な検出によってその検出パターンが所
定のパターンである場合に振動と検知することを意味する。フィルタリングは、ハードウ
ェア的なフィルタリングであってもよいし、ソフトウェア的なフィルタリングであっても



(7) JP 5348403 B2 2013.11.20

10

20

30

40

50

よい。また、「所定の基準値から離れる方向にずれた値」とは、更新後の振動判定情報と
基準値との差分絶対値が更新前の振動判定情報と基準値との差分絶対値よりも大きいとい
う条件を満たす値を意味する。
【００１８】
　振動判定情報更新手段は、振動検出手段による振動の検出に基づいて、所定の基準値か
ら離れる方向にずれた値に振動判定情報を更新し、振動判定情報が基準値と異なる値であ
る場合における振動検出手段による振動の非検出に基づいて、基準値に復帰する方向にず
れた値に振動判定情報を更新する。ここで、「振動検出手段による振動の検出に基づいて
」には、振動検出手段からの振動を検出していることを表す生信号（振動センサ信号）そ
のものの出力状態に応じる場合及びその出力状態のフィルタリングの結果に応じる場合を
含意している。同様に、「振動検出手段による振動の非検出に基づいて」には、振動検出
手段からの振動を検出していないことを表す生信号そのものの出力状態に応じる場合、及
び、その出力状態のフィルタリングの結果に応じる場合を含意している。なお、フィルタ
リングとは、ノイズ等による振動の誤検出を防止するために、生信号の複数回の定期的な
検出によってその検出パターンが所定のパターンである場合に振動と検知することを意味
する。フィルタリングは、ハードウェア的なフィルタリングであってもよいし、ソフトウ
ェア的なフィルタリングであってもよい。また、「所定の基準値から離れる方向にずれた
値」とは、更新後の振動判定情報と基準値との差分絶対値が更新前の振動判定情報と基準
値との差分絶対値よりも大きいという条件を満たす値を意味する。同様に、「基準値に復
帰する方向にずれた値」とは、更新後の振動判定情報と基準値との差分絶対値が更新前の
振動判定情報と基準値との差分絶対値よりも小さいという条件を満たす値を意味する。
【００１９】
　振動判定情報更新手段による振動強度推定情報の更新形態としては、例えば、振動判定
情報を、振動の検出に基づいて増加させ、振動の非検出に基づいて減少させる形態や、そ
の逆に、振動の検出に基づいて減少させ、振動の非検出に基づいて増加させる形態が挙げ
られる。また、更新形態としては、例えば、「０」を基準値として、振動判定情報を振動
の検出に応じて増加させ、振動の非検出に応じて減少させる形態、「０」以外の値（例え
ば、「－２５６」や「－１２８」）を基準値として、振動判定情報を振動の検出に応じて
増加させ、振動の非検出に応じて減少させる形態、「０」を基準値として、振動判定情報
を振動の検出に応じて減少させ、振動の非検出に応じて増加させる形態、「０」以外の値
（例えば、「２５５」や「１２７」）を基準値として、振動判定情報を振動の検出に応じ
て減少させ、振動の非検出に応じて増加させる形態が挙げられる。
【００２０】
　異常振動判定手段は、振動判定情報が振動判定情報更新手段における更新により基準値
と所定の異常振動閾値との間の許容振動範囲と異なる値となった場合に異常振動と判定す
る。ここで、「基準値と所定の異常振動閾値との間の許容振動範囲」とは、基準値及び異
常振動閾値の双方を含む範囲、基準値及び異常振動閾値の少なくとも一方を含まない範囲
を含意している。また、「許容振動範囲と異なる値となった場合」とは、振動判定情報が
、振動判定情報更新手段における一回の更新によって、許容振動範囲内の値から許容振動
範囲外の値に変化する場合及び許容振動範囲外の値である場合を含意している。
【００２１】
　振動判定情報更新手段は、遊技進行状態識別手段による遊技進行状態の識別に基づいて
、振動検出手段による振動の検出に基づく振動判定情報の更新量を異ならせる。なお、以
下において、この構成の遊技機を「遊技機Ａ」とも称す。
【００２２】
　上記の遊技機Ａであれば、振動検出手段により振動が検出されている場合には振動判定
情報が増加して振動検出手段により振動が検出されていない場合には振動判定情報が減少
すること、又は、その逆に、振動検出手段により振動が検出されている場合には振動判定
情報が減少して振動検出手段により振動が検出されていない場合には振動判定情報が増加
することと、振動判定情報が基準値に到達した場合には振動判定情報が更新されないこと
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とによって、振動判定情報を自己整合的に基準値にリセットできると共に通常時には基準
値に維持できる。したがって、許容振動が繰り返し発生したとしても振動判定情報が積算
されることを抑制でき、許容振動の繰り返しに基づいて許容範囲を外れるような異常振動
であると誤検知されることを抑制できる。また、従来のようにリセット時期を決定するタ
イマ等を設ける必要がなく、遊技機の構成及び過剰振動の検知の制御が複雑化されること
を抑制できる。また、短期間に連続して複数の振動が加えられる場合、つまり、前回の振
動が完全に収束する前に次の振動が加えられるような不正目的である可能性が高い場合に
おいて、２回目以降の振動において振動判定情報が強制的にリセットされることがなく、
また、振動判定情報の更新が連続的に再開されるために、連続した振動であっても良好に
検知できる。
【００２３】
　また、故意の異常振動によって利益状態へ移行させた場合に遊技進行が停止されること
によって、不正遊技者が不正に遊技媒体を獲得することを防止できる。また、不正利益享
受監視期間を前面ブロックの閉鎖状態において異常振動が検知された後に限ることによっ
て、不正を意図しない大きな振動が加わったとしても所定の期間後には通常の遊技となる
ために、円滑な遊技進行を確保できる。
【００２４】
　更に、遊技進行状態の相違に応じて振動判定情報の更新量を変化させることによって、
振動の検知感度や検知速度を変化できるために、各種の遊技進行状態に対して個別に異常
振動の検知方法を最適化できる。これによって、不正行為の検知精度に対する遊技進行状
態の依存性が低減する。
【００２５】
　上記の遊技機Ａにおいて、
　遊技者にとって遊技媒体の獲得に関して通常遊技状態より有利な利益遊技状態への状態
移行を遊技媒体の進行経路の機構的な振り分けにより抽選する振分抽選手段と、
　前記振分抽選手段へ進入した遊技媒体を前記機構的な振り分け前に検出する進入媒体検
出手段と、
を更に備え、
　前記遊技進行状態識別手段は、前記進入媒体検出手段による遊技媒体の検出に基づいて
、前記遊技進行状態が前記振分抽選手段に遊技媒体が滞在している振分抽選状態であるか
前記振分抽選状態と異なる非振分抽選状態であるかを識別し、
　前記振動判定情報更新手段は、前記振動検出手段による振動の検出に基づく前記振動判
定情報の更新量を、前記振分抽選状態と前記非振分抽選状態とで異ならせる構成であるこ
とが好ましい。なお、以下において、この構成の遊技機を「遊技機Ｂ」とも称す。
【００２６】
　上記の構成であれば、振分抽選状態と非振分抽選状態とで振動検出手段による振動の検
出に基づく振動判定情報の更新量が異なることによって、振分抽選手段による抽選におい
て振動に基づいた不正な抽選が実行されたか否かの識別性が向上する。
【００２７】
　上記の遊技機Ｂにおいて、
　前記振分抽選手段による抽選結果を検知する抽選結果検知手段を更に備え、
　前記遊技進行状態識別手段は、前記振分抽選状態の検知後における前記抽選結果検知手
段による抽選結果の検知に基づいて、前記非振分抽選状態への復帰と判断する構成である
ことが好ましい。なお、以下において、この構成の遊技機を「遊技機Ｃ」とも称す。
【００２８】
　上記の構成であれば、振分抽選状態と非振分抽選状態とが正確に識別され、振分抽選手
段による抽選において振動に基づいた不正な抽選が実行されたか否かの検知精度が向上す
る。
【００２９】
　上記の遊技機Ｂにおいて、
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　前記振分抽選手段から放出される遊技媒体を検出する放出媒体検出手段を更に備え、
　前記遊技進行状態識別手段は、前記振分抽選状態の検知後における前記進入媒体検出手
段及び前記放出媒体検出手段による遊技媒体の検出に基づいて、前記振分抽選手段に滞在
している遊技媒体が無いと判定された場合に前記非振分抽選状態への復帰と判断する構成
であることが好ましい。なお、以下において、この構成の遊技機を「遊技機Ｄ」とも称す
。
【００３０】
　上記の構成であれば、複数の遊技媒体が連続して振分抽選手段に流入したとしても振分
抽選状態と非振分抽選状態とを正確に識別できるために、振分抽選手段による抽選におい
て振動に基づいた不正な抽選が実行されたか否かの検知精度が更に向上する。
【００３１】
　上記の遊技機Ｂ～Ｄにおいて、
　前記遊技進行状態識別手段は、前記振分抽選状態の検知後からの所定の一定時間の経過
に基づいて、前記非振分抽選状態への復帰と判断する構成であることが好ましい。なお、
以下において、この構成の遊技機を「遊技機Ｅ」とも称す。
【００３２】
　上記の構成であれば、振分抽選状態と非振分抽選状態とが正確に識別され、振分抽選手
段による抽選後において振分抽選状態と判断されることが抑制される。
【００３３】
　上記の遊技機Ｂ～Ｅにおいて、
　前記遊技進行状態識別手段は、前記振分抽選状態の検知後における前記異常振動判定手
段における前記振動判定情報の前記異常振動への到達の検知に基づいて、前記非振分抽選
状態への復帰と強制的に判断する構成であることが好ましい。なお、以下において、この
構成の遊技機を「遊技機Ｆ」とも称す。
【００３４】
　上記の構成であれば、振分抽選手段による抽選において振動に基づいた不正な抽選が実
行されたか否かの検知速度が向上するために、振分抽選手段による抽選において振動に基
づいた不正な抽選が実行されたか否かの検知精度が更に向上する。
【００３５】
　上記の遊技機Ｂ～Ｆにおいて、
　前記振動判定情報更新手段による前記振分抽選状態における前記振動判定情報の更新量
が、前記非振分抽選状態における前記振動判定情報の更新量より大きい構成であることが
好ましい。なお、以下において、この構成の遊技機を「遊技機Ｇ」とも称す。
【００３６】
　上記の構成であれば、振分抽選状態における振動の検知感度及び検知速度が、それぞれ
、非振分抽選状態よりも高感度及び高速度となるために、振分抽選手段による抽選におい
て振動に基づいた不正な抽選が実行されたか否かを非振分抽選状態よりも厳格に監視でき
る。
【００３７】
　上記の遊技機Ｂ～Ｇにおいて、
　前記振動判定情報更新手段は、
　前記振動検出手段による振動の検出に基づいて、前記振動判定情報を、前記非振分抽選
状態においては前記基準値から離れる方向に所定の第１振動検知値だけずれた値に、前記
振分抽選状態においては前記基準値から離れる方向に前記第１振動検知値と異なる所定の
第２振動検知値だけずれた値に更新し、
　前記振動判定情報が前記基準値と異なる値である場合における前記振動検出手段による
振動の非検出に基づいて、前記振動判定情報を、前記基準値に復帰する方向に所定の非振
動検知値だけずれた値に更新する構成であることが好ましい。なお、以下において、この
構成の遊技機を「遊技機Ｈ」とも称す。
【００３８】
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　上記の構成であれば、振動判定情報の更新において加算又は減算のみを行えばよいため
に、乗算が除算を行う場合に比べて、その更新に必要なプログラムが簡素化できると共に
更新処理が高速化される。
【００３９】
　上記の遊技機Ｈにおいて、
　前記振動判定情報が正数値であり、
　前記振動検出手段による振動の検出に基づいて、前記振動判定情報を、前記非振分抽選
状態においては前記第１振動検知値だけ増加させ、前記振分抽選状態においては前記第２
振動検知値だけ増加させ、
　前記振動判定情報が前記基準値と異なる値である場合における前記振動検出手段による
振動の非検出に基づいて、前記振動判定情報を、前記非振動検知値だけ減少させる構成で
あることが好ましい。なお、以下において、この構成の遊技機を「遊技機Ｉ」とも称す。
【００４０】
　上記の構成であれば、振動判定情報を更新する演算処理が簡素化され、また、所定の大
きさの記憶領域において、振動判定情報が正数以外の値をとる場合に比べて、振動判定情
報の可変域（ダイナミックレンジ）を最大限に大きくできる。
【００４１】
　前記第１振動検知値、前記第２振動検知値及び前記非振動検知値の各々が正数値であり
、
　前記非振動検知値が、前記第１振動検知値及び前記第２振動検知値の双方より小さい構
成であることが好ましい。なお、以下において、この構成の遊技機を「遊技機Ｊ」とも称
す。
【００４２】
　上記の構成であれば、振動の検出に基づいて急峻に振動判定情報を増加させ、振動の非
検出に基づいて緩やかに振動判定情報を減少させたり、又はその逆に、振動の検出に基づ
いて急峻に振動判定情報を減少させ、振動の非検出に基づいて緩やかに振動判定情報を増
加させたりできるために、振動判定情報が振動強度を良好に指標する値となる。また、時
間的に近接して複数回の異常振動が加えられた場合には、それらを良好に積算できると共
に、時間的に近接していない複数回の振動に対してはそれらの個別の振動に応じて許容振
動であるか異常振動であるかを判定できる。これは、一度の振動で所望の不正が完了でき
なければ即座に少なくとも一度異常振動を更に加えて所望の不正を実現しようとして、１
度だけではなく時間的に連続して異常振動が加えられる可能性が高いためである。
【００４３】
　前記第２振動検知値が、前記第１振動検知値より大きい構成であることが好ましい。な
お、以下において、この構成の遊技機を「遊技機Ｋ」とも称す。
【００４４】
　上記の構成であれば、振分抽選状態における振動の検知感度及び検知速度が、それぞれ
、非振分抽選状態よりも高感度及び高速度となるために、振分抽選手段による抽選におい
て振動に基づいた不正な抽選が実行されたか否かを非振分抽選状態よりも厳格に監視でき
る。
【００４５】
　前記振動判定情報更新手段における前記非振動検知値及び前記振動検知値が整数である
構成であることが好ましい。この構成であれば、振動判定情報が整数となり、振動判定情
報が実数である場合よりも、振動判定情報を保持する領域を低減できると共に、振動判定
情報の更新に係る処理を簡素化及び高速化できるからである。
【００４６】
　前記振動判定情報更新手段において更新される前記振動判定情報が、０以上の整数の範
囲内の値である構成であることが好ましい。この構成であれば、振動判定情報が正負の双
方の値をとる場合よりも、振動判定情報を保持する領域を低減できると共に、振動判定情
報の更新に係る処理を簡素化及び高速化できるからである。
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【００４７】
　前記異常振動判定手段は、前記振動判定情報が前記異常振動閾値を越える所定の振動臨
界値に到達している場合における前記振動検出手段による振動の検出に基づいて、前記振
動判定情報を前記振動臨界値に維持する構成であることが好ましい。「過剰振動閾値を越
える所定の振動臨界値」とは、振動の検出に基づいて振動検知値が増加する場合には異常
振動閾値よりも大きい値であり、振動の検出に基づいて振動検知値が減少する場合には異
常振動閾値よりも小さい値であることを意味する。この構成であれば、振動判定情報が想
定される値を遥かに越えた場合等において、所定の範囲内で循環的に更新されること、具
体的には、振動判定情報が最大値から最小値に変更されたり、最小値から最大値に変更さ
れたりすることを防止できる。なお、通常のソフトウェアタイマやハードウェアタイマの
場合には、上述のように循環的に更新されてしまう。
【００４８】
　前記振動検出手段は、前記振動に応じて移動する検出子の移動状態が所定の許容範囲で
ある場合と前記検出子の移動状態が所定の許容移動範囲を超えている場合とで異なる出力
状態の振動センサ信号を出力し、前記振動判定情報更新手段が、前記振動センサ信号の出
力状態に基づいて前記振動判定情報を更新する構成であることが好ましい。「検出子の移
動状態」とは、基準位置からの検出子の位置ズレや振れ角、検出子の移動速度又は検出子
の移動時の加速度で識別される状態である。また、「許容移動範囲」とは、移動状態が位
置ズレで識別される場合には位置範囲を意味し、移動状態が振れ角で識別される場合には
振れ角度範囲を意味し、移動状態が移動速度で識別される場合には速度範囲を意味し、移
動状態が加速度で識別される場合には加速度範囲を意味する。この構成であれば、微少な
振動である場合には振動センサ信号が出力されないために、通常の遊技中において振動判
定情報を実質的に基準値に維持することができる。これによって、許容振動と異常振動と
の識別力が向上する。また、遊技機の設置における角度ズレ等によって常に振動が検出さ
れることを良好に防止できる。
【００４９】
　　〔具体的な構成〕
　本発明に係る具体的な形態について図面を参照しながら詳細に説明する。ここでは、遊
技機として弾球遊技機の一具体例を挙げて説明するが、本発明の主旨から逸脱しない限り
適宜に設計が変更されてもよい。
【００５０】
　実施形態の遊技機について説明する。図１～図３は遊技機の一例を表す斜視図であり、
図４はその正面図である。図１～図３に示されたように、遊技機１００は、その外殻を形
成する外枠１０１と、外枠１０１の一側部に開閉可能に支持された遊技機本体とを備えて
いる。遊技機本体は、外枠１０１に対して、遊技機１００の正面から見て左側の上下方向
に延びる開閉軸線を軸心にして前方側に十分に開放できる内枠セット１０２と、内枠セッ
ト１０２の左側の上下方向の開閉軸線を軸心にして開閉自在に取り付けられた前面枠セッ
ト１０３と、内枠セット１０２の左側の上下方向の開閉軸線を軸心にして開閉自在に取り
付けられた背面セット１０４とを備えている。
【００５１】
　遊技機１００は、更に、外枠１０１に対して内枠セット１０２が閉鎖されている場合に
おいて外枠１０１と内枠セット１０２とを開閉不能に施錠する内枠施錠機構１０５（図２
のみ）と、内枠セット１０２に対して前面枠セット１０３が閉鎖されている場合において
内枠セット１０２と前面枠セット１０３とを開閉不能に施錠する前面枠施錠機構１０６（
図３のみ）と、内枠施錠機構１０５による外枠１０１と内枠セット１０２との施錠及び前
面枠施錠機構１０６による内枠セット１０２と前面枠セット１０３との施錠を開錠するた
めに操作される共通の錠開閉操作機構１１９とを備えている。錠開閉操作機構１１９（図
１のみ）に所定の開閉鍵が挿入されて、開閉鍵が右に回転されると内枠施錠機構１０５が
作動して外枠１０１と内枠セット１０２との施錠が解除され、一方、開閉鍵が左に回転さ
れると内枠施錠機構１０６が作動して内枠セット１０２と前面枠セット１０３との施錠が
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解除される。
【００５２】
　内枠セット１０２には、内枠セット１０２が外枠１０１に対して開かれたことを検出す
る内枠スイッチ１０８（図８参照）が設けられており、内枠セット１０２が開かれると、
内枠スイッチ１０８のオフ状態を表す信号が遊技ホール内の管理コンピュータ（図示せず
）に出力される。また、内枠スイッチ１０８には、前面枠セット１０３が内枠セット１０
２に対して開かれたことを検出する前面枠スイッチ１０９（図３のみ）が設けられており
、前面枠セット１０３が開かれると、前面枠スイッチ１０９のオフ状態を表す信号が管理
コンピュータに出力される。
【００５３】
　図１、図３及び図４に示されたように、前面枠セット１０３は、大別すると、前面枠１
１０と、前面枠１１０の前面側に設けられた開口を有する窓枠１１１と、窓枠１１１の開
口を塞ぐように窓枠１１１に固定された前面透明板１１２と、窓枠１１１の開口の周囲に
設けられた各種の枠発光装置１２１～１２５と、窓枠１１１の下側において前方側に突出
するように設けられた上皿１４０と、上皿１４０の突出部に設けられた貸出操作装置１３
０と、最下部に取り付けられた下皿１６０と、下皿１６０の右側方に設けられた発射操作
装置１７０と、窓枠１１１の上方両側に設けられた各種の音響装置１８０を備えている。
なお、窓枠１１１の開口からは及び前面透明板１１２を通して遊技盤２００（図３参照）
の遊技領域が視認できる。
【００５４】
　枠発光装置１２１～１２５は、遊技状態の変化に応じて点灯、点滅のように発光態様が
変更制御されその遊技中の演出効果を高める役割を果たす。また、遊技機１００の作動中
において各種の異常等が発生した場合にその発生を報知したり、遊技機１００に対して不
正な行為、例えば、磁気作用による遊技球の誘導や振動による遊技球の誘導が行われた場
合にその発生を報知したりする。
【００５５】
　貸球操作装置１３０は、外部のカードユニット（図示せず）に投入された紙幣やカード
の残額情報を表示する度数表示部１３１と、球貸しの指示を入力する球貸しボタン１３２
と、投入されたカード等の返却指示を入力する返却ボタン１３３とを含んでいる。遊技機
１００の側方に配置された図示しないに紙幣や残額が有るカード等を投入すると、それら
の金額に対応する数値が度数表示部１３３に表示される。この状態で球貸しボタン１３２
が操作されると、その操作に応じて遊技球の貸し出しが行われ、度数表示部１３１の表示
がその貸し出しに応じた数値だけ減少した数値に更新される。また、返却ボタン１３３が
操作されると、残額に応じた紙幣の等価物や残額を記録したカードが返却される。なお、
カードユニットを介さずに外部の球貸し装置（図示せず）から上皿に遊技球が直接貸し出
される遊技機（通称、現金機）では貸球操作装置１３０は不要である。
【００５６】
　上皿１４０は、遊技進行に応じて獲得した遊技球や、貸球操作装置１３０の貸出操作に
応じて貸し出された遊技球を一旦貯留すると共に、遊技球を一列に整列させながら発射装
置１５０の方（右方）へ順次に案内する。
【００５７】
　下皿１６０は、上皿１４０が満タンになった場合等に排出口１６０Ａより排出される遊
技球を停留するものであって、底面に開口１６１Ａの形成された球受部１６１と、球受部
１６１の開口１６１Ａを閉塞させたり開放させたりする球抜き機構１６２と、球抜き機構
１６２を作動させる球抜きレバー１６３とを備えている。球抜きレバー１６３を左側に移
動させると、球受部１６１の底面の開口１６１Ａが開放され、下皿１６０内に停留されて
いる遊技球が開口を通して外部に排出される。また、排出口１６０Ａの奥側には下皿１６
０に過剰に遊技球が貯留されているか否かを検知する球溢れスイッチ１６４（図９参照）
が設けられている。
【００５８】
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　発射操作装置１７０は、上皿１４０に貯留された遊技球の発射指示を入力する装置であ
って、前方に突出する台座１７１と、台座１７１の周囲に設けられた回動自在な発射ハン
ドル１７２と、発射ハンドル１７２の回転操作量を検知する可変抵抗器１７３（図９参照
）と、発射ハンドル１７２に遊技者が接触していることを検出する接触センサ１７４（図
９参照）と、発射ハンドル１７２の回転に伴う発射操作を無効化する発射停止スイッチ１
７５（図４参照）とを含んでいる。遊技者による発射ハンドル１７２の回転操作に応じて
、その回転操作量に対応する強度で発射装置１５０から遊技球が射出される。なお、接触
センサ１７４によって発射ハンドル１７２と遊技者との接触が検出されていない場合や、
発射停止スイッチ１７５の操作によって発射操作が無効化されている場合には、発射ハン
ドル１７２が回転操作されていても発射装置１５０から遊技球は射出されない。
【００５９】
　音響装置１８０は、遊技進行に応じた演出や各種の異常の発生に応じた報知を音声や音
楽や単純機械音等の音響によって出力する。
【００６０】
　内枠セット１０２は、枠体１０１に対して開閉自在に支持される内枠１９０を備え、内
枠１９０には、大別すると、遊技盤２００と、発射操作装置１７０への操作に基づいて遊
技球を遊技盤２００に射出する発射装置１５０と、内枠１９０や遊技盤２００の背面側に
設けられた各種の制御装置等を備えている。
【００６１】
　発射装置１５０は、発射操作装置１７０の概ね後方側に設けられており、上皿１４０に
貯留されている遊技球を順次に発射位置に送り出す球送り機構１５３（図３参照）と、球
送り機構１５３を駆動する球送りソレノイド１５１（図９参照）と、発射位置に配置され
た遊技球を遊技盤２００に向けて発射する発射機構１５４（図３参照）と、発射機構１５
４を駆動する発射ソレノイド１５２（図９参照）とを備えている。
【００６２】
　遊技盤２００は、遊技性を決定する主要部である。ここで、遊技盤２００について詳細
に説明する。図５は、遊技盤の一例を表す正面図であり、図６は、遊技盤の一例を表す背
面図である。遊技盤２００は、図５に示されたように、基体２０１と、基体２０１に取り
付けられた内外二重に一体形成された内レール２０２及び外レール２０３で構成されるレ
ールユニットと、内レール２０２の先端（図５及び図６の左上部）に取着された戻り球防
止部材２０４と、外レール２０３の先端に取着された返しゴム２０５と、基体２０１の前
面側におけるレールユニットにより略円形状に区画された遊技領域を流下する遊技球の流
下方向や流下速度を変化させる多数の釘及び複数の風車等の流下変化部材と、遊技領域内
に一部が突出するように基体２０１に設けられたセンタ役物３１等の各種の役物と、遊技
領域内に一部が突出するように基体２０１に設けられた中央可変入賞装置４６等の各種の
入賞装置とを備えている。
【００６３】
　内レール２０２及び外レール２０３で構成されるレールユニットは、発射装置１５０（
図８及び図９参照）から発射された遊技球を遊技盤２００の上部へ案内する。内レール２
０２は上方の約１／４ほどを除いて略円環状に配置され、一部（主に左側部）が内レール
２０２に向かい合うようにして外レール２０３が配置されている。内レール２０２と外レ
ール２０３とが所定間隔を隔てて並行する部分（向かって左側の部分）により球案内通路
が形成されている。戻り球防止部２０４は、一旦、内レール２０２及び外レール２０３間
の球案内通路から遊技領域へ案内された遊技球が球案内通路内に戻ってしまうことを防止
する。また、返しゴム２０５は、所定以上の勢いで発射された遊技球を遊技領域の中央方
向に跳ね返らせる。遊技領域の下端部にはアウト口２０６が設けられており、各種の入賞
装置や役物に入球しなかった遊技球はこのアウト口２０６を通って図示しない球排出路の
方へと案内されるようになっている。
【００６４】
　また、発射装置１５０からレールユニットにより形成される球案内通路へ遊技球を誘導
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する発射レール（図示せず）と外レール２０３との間には所定間隔の隙間があり、この隙
間より下方にファール球通路が形成されている。これによって、仮に発射装置１５０から
発射された遊技球が戻り球防止部２０４まで至らず球案内通路を逆戻りする場合には、そ
の遊技球はファール球通路を介して下皿１６０（図１参照）に返却される。
【００６５】
　遊技領域の中央には、センタ役物４１が設けられている。ここで、センタ役物４１につ
いて詳細に説明する。図７はセンタ役物の一例を表す正面図である。センタ役物４１は、
図７に示されたように、外囲体４１０と、外囲体４１０の正面視略円形の凹部４１４に回
動自在に軸支された振分部材４２０とを備えている。外囲体４１０には、一端が天入賞口
４２であり他端がセンタ役物４１から遊技球を排出する排出口である上排出通路４１１が
形成されている。また、外囲体４１０には、左右方向の中央が上方に突出するように湾曲
し、中上入賞口４３へ遊技球を誘導する誘導通路４１５と、振分部材４２０を配置する凹
部４１４と、中上入賞口４３から流入した遊技球を凹部４１４の上部に誘導する球通路４
１２と、一端が凹部４１４の下部の左側に連通し他端がセンタ役物４１から遊技球を排出
する排出口である左排出路４１３Ｌと、一端が凹部４１４の下部の右側に連通し他端がセ
ンタ役物４１から遊技球を排出する排出口である右排出路４１３Ｒとが形成されている。
センタ役物４１は、案内通路４１２を流下する遊技球を検出する入球スイッチ１１と、左
排出通路４１３Ｌを流下する遊技球を検出する左ゲートスイッチ１２Ｌと、右排出通路４
１３Ｒを流下する遊技球を検出する右ゲートスイッチ１２Ｒと備えている。
【００６６】
　振分部材４１４は、円形の回転板４２１と、回転板４２１の前面に垂設された複数の振
分突起４２２とを備え、回転板４２１の中心において外囲体４１０に軸支されている。
【００６７】
　また、センタ役物４１は、上部、中央部及び下部の各左右２箇所に設けられた可動装飾
部材４１６Ｌ、４１６Ｒ、４１７Ｌ、４１７Ｒ、４１８Ｌ、４１８Ｒと、外囲体４１０の
裏側に設けられ、入球スイッチ１１による遊技球の検出に応じて可動装飾部材４１６Ｌ、
４１６Ｒ、４１７Ｌ、４１７Ｒ、４１８Ｌ、４１８Ｒを駆動する演出ソレノイド４２５Ｒ
、４２５Ｌ（図６参照）と、外囲体４１０における凹部４１４の周辺の裏側に設けられ、
前面側に光を射出する円環状のセンタ役物発光装置４１９とを備えている。
【００６８】
　センタ役物４１の左側及び右側には、それぞれ、左上普通入賞装置４４及び右上普通入
賞装置４５が設けられている。左上普通入賞装置４４及び右上普通入賞装置４５の各々の
入賞口の大きさは不変である。左上普通入賞装置４４又は右上普通入賞装置４５に遊技球
が入球した場合には、所定の個数（本形態では１０球）の遊技球が賞球として払い出され
ることとなる。左上普通入賞装置４４及び右上普通入賞装置４５は、それぞれ、その裏側
に配置され、前方に向けて光を射出する左上発光装置４４Ｓ（図９参照）及び右上発光装
置４５Ｓ（図９参照）を備えている。
【００６９】
　センタ役物４１の下には、中央可変入賞装置４６が配置され、中央可変入賞装置４６は
、一対の可動翼４６Ｔが左右両側に回動して開閉することによって、入賞口の大きさが変
化する入賞装置である。中央可変入賞装置４６の直上には３本の釘が三角形状に寄せて配
置されており、可動翼４６Ｔが開いている状態（以下、「進入許容状態」とも称す）では
これらの釘に阻止されて遊技球は中央可変入賞装置４６に進入できるが、可動翼４６Ｔが
閉じている状態（以下、「進入禁止状態」とも称す：図中の破線）ではこれらの釘に阻止
されて遊技球は中央可変入賞装置４６に進入できない。中央可変入賞装置４６は、その裏
側に配置され、前方に向けて光を射出する中央発光装置４６Ｓ（図９参照）を備えている
。
【００７０】
　中央可変入賞装置４６の下には、中下普通入賞装置４７Ａ及び中下可変入賞装置４７Ｂ
が上下に隣接して設けられている。中下普通入賞装置４７Ａは左上入賞装置４４及び右上
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入賞装置４５と実質的に同一の構成であり、中下可変入賞装置４７Ｂは中央可変入賞装置
４６と実質的に同一の構成である。中下普通入賞装置４７Ａと中下可変入賞装置４７Ｂと
は同一の部品内に一体的に形成されている。中下可変入賞装置４７Ｂは、その可動翼４７
Ｔが開いている場合には遊技球は進入できる状態であるが、その可動翼４７Ｔが閉じてい
る場合には中下普通入賞装置４７Ａによってその入賞口が閉塞されて遊技球が進入できな
い状態（進入禁止状態：図中の破線）となるように中下普通入賞装置４７Ａの直下に近接
して配置されている。中下普通入賞装置４７Ａ及び中下可変入賞装置４７Ｂの右上方には
、右下普通入賞装置４８Ａ及び右下可変入賞装置４８Ｂが上下に並設され、右下普通入賞
装置４８Ａ及び右下可変入賞装置４８Ｂの右上方には、右中普通入賞装置４９Ａ及び右中
可変入賞装置４９Ｂが上下に並設されている。中下普通入賞装置４７Ａ及び中下可変入賞
装置４７Ｂの左上方には、左下普通入賞装置５５Ａ及び左下可変入賞装置５５Ｂが上下に
並設され、左下普通入賞装置５５Ａ及び左下可変入賞装置５５Ｂの左上方には、左中普通
入賞装置５６Ａ及び左中可変入賞装置５６Ｂが上下に並設されている。中下普通入賞装置
４７Ａ、右下普通入賞装置４８Ａ、右中普通入賞装置４９Ａ、左下普通入賞装置５５Ａ及
び左中普通入賞装置５６Ａの各々は、丸形の遊技領域の下縁に沿って円弧状に延びる列を
なすように配置されており、それらの構成は実質的に同一である。同様に、中下可変入賞
装置４７Ｂ、右下可変入賞装置４８Ｂ、右中可変入賞装置４９Ｂ、左下可変入賞装置５５
Ｂ及び左中可変入賞装置５６Ｂの各々は、丸形の遊技領域の下縁に沿って円弧状に延びる
列をなすように配置されており、それらの構成は実質的に同一である。ただし、左中可変
入賞装置５６Ｂに限っては、その前面に他と異なる装飾が施されている。中下可変入賞装
置４７Ｂ、右下可変入賞装置４８Ｂ、右中可変入賞装置４９Ｂ、左下可変入賞装置５５Ｂ
及び左中可変入賞装置５６Ｂは、それぞれ、その裏側に配置されて前方に向けて光を射出
する中下発光装置４７Ｓ、右下発光装置４８Ｓ、右中発光装置４９Ｓ、左下発光装置５５
Ｓ及び左中発光装置５６Ｓを備えている。
【００７１】
　中下普通入賞装置４７Ａ、右下普通入賞装置４８Ａ、右中普通入賞装置４９Ａ、左下普
通入賞装置５５Ａ及び左中普通入賞装置５６Ａに遊技球が入球した場合には、所定の個数
（本形態では１０球）の遊技球が賞球として払い出されることとなる。また、中央可変入
賞装置４６、中下可変入賞装置４７Ｂ、右下可変入賞装置４８Ｂ、右中可変入賞装置４９
Ａ、左下可変入賞装置５５Ｂ及び左中可変入賞装置５６Ｂに遊技球が入球した場合にも、
所定の個数（本形態では１０球）の遊技球が賞球として払い出されることとなる。
【００７２】
　基体２０１の背面側において、中央可変入賞装置４６、中下可変入賞装置４７Ｂ、右下
可変入賞装置４８Ｂ、右中可変入賞装置４９Ｂ、左下可変入賞装置５５Ｂ及び左中可変入
賞装置５６Ｂの裏側の概ね直下には、それぞれ、図６に示されたように、進入した遊技球
を検出する中央可変入賞口スイッチ１３、中下可変入賞口スイッチ１４、右下可変入賞口
スイッチ１５、右中可変入賞口スイッチ１６、左下可変入賞口スイッチ１７及び左中可変
入賞口スイッチ１８が設けられている。また、基体２０１の背面側おいて、中下可変入賞
口スイッチ１４及び右下可変入賞口スイッチ１５との間に配置され、天入賞口４２、右上
普通入賞装置４５、右下普通入賞装置４８Ａ及び右中普通入賞装置４６Ａのいずれかに進
入した遊技球を共通で検出する右普通入賞口スイッチ１９Ｒと、中下可変入賞口スイッチ
１４及び左下可変入賞口スイッチ１７との間に配置され、中上入賞口４３、右上普通入賞
装置４５、右下普通入賞装置４８Ａ及び右中普通入賞装置４６Ａのいずれかにへ進入した
遊技球を共通で検出する左普通入賞口スイッチ１９Ｌとが設けられている。
【００７３】
　遊技盤２００は、図６に示されたように、基体２０１の背面側に設けられた右リンク機
構Ｌ１、下リンク機構Ｌ２及び左リンク機構Ｌ３を備えている。右リンク機構Ｌ１は、中
央可変入賞装置４６及び右中可変入賞装置４９Ｂに連結され、それらを流入禁止状態に維
持したり、センタ役物４１の右ゲートスイッチ１２Ｒを通過した遊技球によって駆動され
て、中央可変入賞装置４６及び右中可変入賞装置４９Ｂを可動翼４６Ｔ及び可動翼４９Ｔ
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が開放されている流入許容状態へ移行させたりする。なお、右リンク機構Ｌ１は、中央可
変入賞装置４６及び右中可変入賞装置４９Ｂを流入許容状態へ移行させた後には、元の位
置に復帰するが、中央可変入賞装置４６及び右中可変入賞装置４９Ｂは１つの遊技球が入
球するまで流入許容状態に維持される。同様に、下リンク機構Ｌ２は、左下可変入賞装置
５５Ｂ、中下可変入賞装置４７Ｂ及び右下可変入賞装置４８Ｂに連結され、それらを流入
禁止状態に維持したり、センタ役物４１の右ゲートスイッチ１２Ｒを通過した遊技球によ
って駆動されて、それらを流入許容状態へ移行させたりし、左リンク機構Ｌ３は、左中可
変入賞装置５６Ｂに連結され、それを流入禁止状態に維持したり、センタ役物４１の左ゲ
ートスイッチ１２Ｌを通過した遊技球によって駆動されて、それを流入許容状態へ移行さ
せたりする。
【００７４】
　遊技盤２００は、センタ役物４１の背面側に設けられ、磁気を検出する磁気センサ４３
０と、センタ役物４１の背面側に設けられ、遊技機１００に加えられた振動を検出する振
動センサ１０とを備えている。磁気センサ４３０による検出に基づいて、遊技球を磁気吸
着させて不正に中上入賞口４３に誘導する不正行為を検知できる。また、振動センサ１０
による検出に基づいて、振動によって遊技球を不正にセンタ役物４１の中上入賞口４３や
右排出通路４１３Ｒに誘導する不正行為を検知できる。なお、振動センサ１０による不正
行為の検知は本発明の特徴部分であるために、〔本発明の主たる特徴〕において別途に詳
細に説明する。
【００７５】
　遊技盤２００は、図５に示されたように、遊技領域における左側縁及び右側縁に設けら
れ、それぞれ、前方に光を射出する左縁発光装置６１Ｌ及び右縁発光装置６１Ｒを備えて
いる。
【００７６】
　ここで、遊技機１００の遊技性について説明する。図５に示されたように、センタ役物
４１の上方に飛来する遊技球のうち一部の遊技球は天入賞口４２に入球する。この入球に
伴う右普通入賞口スイッチ１９Ｒ（図６参照）による遊技球の検出に応じて、賞球が払い
出されることとなる。また、天入賞口４２に流入せずに流下する遊技球の一部は誘導通路
４１５に進入するが、誘導通路４１５へ進入した遊技球のうち大多数の遊技球は、誘導通
路４１５を左右方向に移動してその一方端から転落し、誘導通路４１５へ進入した遊技球
のうち少数の遊技球のみが、誘導通路４１５を移動する過程で中上入賞口４３に入球する
。
【００７７】
　中上入賞口４３に入球した遊技球は、図７に示されたように、案内通路４１２を通って
振分部材４２０の配置された凹部４１４に誘導される。なお、その遊技球は、案内導路４
１２を流下する途中で入球スイッチ１１により検出される。入球スイッチ１１による遊技
球の検出に応じて、凹部４１４の周辺の円環状のセンタ役物発光装置４１９による発光演
出、可動装飾部材４１６Ｌ，４１６Ｒ，４１７Ｌ，４１７Ｒ，４１８Ｌ，４１８Ｒの駆動
演出、音響装置１８０（図１参照）による音響演出等の所定の興趣演出が開始され、その
興趣演出は所定の期間にわたって継続される。
【００７８】
　凹部４１４に誘導された遊技球は、振分部材４２０の振分突起４２２と衝突しながら流
下する。遊技球と振分突起４２２との衝突によって、遊技球の進路が変化すると共に振分
部材４２０が回動する。これによって、振分部材４２０の前面側を通過することによって
遊技球は、左排出通路４１３Ｌ及び右排出通路４１３Ｒの一方に機構的に不規則に振り分
けられる。なお、左排出通路４１３Ｌ及び右排出通路４１３Ｒに進入した遊技球は、それ
ぞれ、それらを流下する途中で左ゲートスイッチ１２Ｌ及び右ゲートスイッチ１２Ｒによ
り検出される。
【００７９】
　遊技球が振分部材４２０の前面側を通過して右排出通路４１３Ｒから排出されると、右
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リンク機構Ｌ１が作動して中央可変入賞装置４６及び右中可変入賞装置４９Ｂが進入許容
状態に移行し、また、下リンク機構Ｌ２が作動して左下可変入賞装置５５Ｂ、中下可変入
賞装置４７Ｂ及び右下可変入賞装置４８Ｂが進入許容状態に移行する。これによって、遊
技機１００は、遊技球が比較的に入賞し易い大利益遊技状態となる。一方、遊技球が振分
部材を通過して左排出通路４１３Ｌから排出されると、左リンク機構Ｌ３が作動して、左
中可変入賞装置５６Ｂが進入許容状態に移行する。これによって、遊技機１００は、遊技
球が比較的に入賞し易い小利益遊技状態となる。
【００８０】
　サブ制御装置９４０が、遊技盤２００の背面側に設けられており、直方体形状の基板ケ
ース２１２Ｃに収容されている。なお、サブ制御装置９４０の動作については電気的な構
成の説明において詳述する。また、主制御装置９２０は、遊技盤２００の背面側において
サブ制御装置９４０の下方に設けられている。主制御装置９２０と主制御装置９２０の右
端（図６中では左端）に隣接して配置された電源監視装置９１０とが、遊技盤２００の背
面側に設けられており、それらは直方体形状の基板ケース２１６Ｃに一括して収容されて
いる。なお、主制御装置９２０及び電源監視装置９１０については、電気的な構成の説明
において詳述する。
【００８１】
　遊技機１００の背面側の構成について説明する。図８は、遊技機の一例を表す背面図で
ある。遊技機１００にはその背面（内枠１９０及び遊技盤２００の背面）において、各種
の制御装置や中継装置が上下左右に並べられるようにして又は前後に重ねて配置されてい
る。なお、遊技盤２００の背面に設けられる各種の装置については遊技盤２００の説明に
付随して説明したために、それら以外の構成についてのみ詳細に説明する。
【００８２】
　各種の制御装置を２つの取付台に分けて搭載してユニット化し、それらを個別に内枠１
９０又は遊技盤２００の裏面に装着するようにしている。具体的には、図６に示されたよ
うに、遊技盤２００の背面側に配置された、基板ケース２１６Ｃに収容された主制御装置
９２０及び電源監視装置９１０と基板ケース２１２Ｃに収容されたサブ制御装置９４０と
がユニット化され、内枠１９０の背面側に配置される払出制御装置９３０、電源・発射制
御装置９００及びカードユニット中継装置９５０がユニット化されている。また、払出装
置３５８及び保護カバー３５１も別途にユニット化されている。各ユニットは、ユニット
単位で何ら工具等を用いずに着脱できるよう構成されている。これによって、各ユニット
やその他の構成が前後に重ねて配置されても、隠れた構成等を容易に確認することができ
る。
【００８３】
　払出制御装置９３０は、払出装置３５８による賞球の払い出しや貸球の貸し出しを制御
する。払出制御装置９３０は、主制御装置９２０と同様に、開封の痕跡を残さずに開封で
きないように基板ケースによって封止されている。電源・発射制御装置９００は、遊技者
による発射操作装置１７０の操作に基づく遊技球の射出を主制御装置９２０と協同して制
御する。また、電源・発射制御装置９００は、外部電力を各種の制御装置等で必要とする
所定の電圧の電力に変換して出力する。また、カードユニット中継装置９５０は、球貸操
作装置１３０（図１参照）及びカードユニット（図示せず）に電気的に接続され、球貸操
作装置１３０とカードユニットとの間の信号を中継したり、カードユニットと払出制御装
置９３０との間の信号を中継したりする。カードユニットを介さずに外部の球貸装置等か
ら上皿１４０に遊技球が直接貸し出される遊技機（通称、現金機）では、カードユニット
中継装置９５０は不要である。
【００８４】
　背面セット１０４は、内枠セット１０２に開閉自在に支持された裏パック３５１と、裏
パック３５１に設けられ、遊技球を払い出したり貸し出したりする払出装置３５８と、払
出装置３５８から放出される遊技球を貯留する払出機構部３５２とを備えている。
【００８５】
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　裏パック３５１は、樹脂（例えば、ＡＢＳ樹脂）により一体成型されており、略平坦状
のベース部３５３と、遊技機１００の後方に突出し横長の略直方体形状をなす保護カバー
部３５４とを有する。保護カバー部３５４は左右側面及び上面が閉鎖されかつ下面のみが
開放された形状をなし、少なくともセンタ役物４１を囲むのに十分な大きさを有する（但
し本形態では、サブ制御装置９４０も合わせて囲む構成となっている）。保護カバー部３
５４の背面には多数の通気孔３５４ａが設けられている。この通気孔３５４ａは各々が長
孔状をなし、それぞれの通気孔３５４ａが比較的近い位置で隣り合うよう設けられている
。これによって、主制御装置２１６及びサブ制御装置２１３における発熱の放熱性を向上
させている。なお、隣り合う通気孔３５４ａ間にある樹脂部分を切断することにより、裏
パック３５１の背面を容易に開口させることもできる。
【００８６】
　裏パック３５１のベース部３５３には、保護カバー部３５４を迂回するようにして払出
機構部３５２が配設されている。裏パック３５１の最上部には上方に開口したタンク３５
５が設けられており、タンク３５５には遊技ホールの島設備から供給される遊技球が逐次
補給される。タンク３５５の下方には、例えば横方向２列（２条）の球通路を有し下流側
に向けて緩やかに傾斜するタンクレール３５６が連結され、更にタンクレール３５６の下
流側には縦向きにケースレール３５７が連結されている。タンクレール３５６とケースレ
ール３５７との接続部の近傍にはタンク３５５及びタンクレール３５６に遊技球が補給さ
れているか否かを検出する貯留球スイッチ３６３（図９参照）が設けられている。払出装
置３５８は、ケースレール３５７の最下流部に設けられ、払出計数スイッチ３６２（図９
参照）による払出個数を監視しながら払出モータ３６１等の所定の電気的に駆動される構
成により必要個数の遊技球の払い出しを適宜に行う。そして、払出装置３５８より払い出
された遊技球は払出通路（図示せず）等を通して上皿１４０に供給される。タンクレール
３５６と、タンクレール３５６に振動を付加するためのバイブレータ３６０とは一体的に
ユニット化されており、仮にタンクレール３５６付近で球詰まりが生じたとしても、バイ
ブレータ３６０を駆動することで球詰まりが解消されるようになっている。
【００８７】
　払出機構部３５２には、払出制御装置９３０から払出装置３５８への払出指令の信号を
中継する払出中継装置３８１が設置されると共に、電源・発射制御装置９００への外部電
力の取り込みを制御する電源スイッチ３８２が設置されている。電源スイッチ３８２には
、所定の外部電力（本形態では交流２４Ｖ）が供給されており、遊技機１００は電源スイ
ッチ３８２がオン状態へ移行した場合に通電状態へ移行することとなり、逆に、電源スイ
ッチ３８２がオン状態へ移行した場合には停電状態へ移行することとなる。
【００８８】
　（遊技機の電気的構成及び各種制御処理）
　次に、遊技機１００の電気的構成について説明する。図９は、遊技機１００の電気的構
成を表すブロック図である。遊技機１００は、電源・発射制御装置９００、電源監視装置
９１０、主制御装置９２０、払出制御装置９３０、サブ制御装置９４０等の制御装置を備
えている。なお、図９には、各種の信号を中継するだけの回路装置については省略してい
る。以下に、これらの主要な装置を個別に詳細に説明する。
【００８９】
　電源・発射制御装置９００は、遊技機１００の各部に電源供給路（図中の破線）を介し
て所定の電圧の電力を供給する電源部９０１と、発射操作装置１７０の操作に応じて発射
装置１５０の駆動を制御する発射制御部９０２と、強制初期化スイッチ１０７や球溢れス
イッチ１６４の作動状態に応じてそれらから出力される強制初期化信号や球溢れ信号を中
継する信号中継部９０３とを備えている。
【００９０】
　電源部９０１は、外部より供給される外部電力（例えば、交流２４ボルト）を取り込ん
で内部電力（例えば、直流２４ボルト）に変換すると共に、その内部電力から各種のソレ
ノイドや各種のモータ等の機器を駆動するための駆動用電圧の電力（例えば、直流１２ボ
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ルト）、各種のスイッチを駆動したり制御処理を実行したりするための制御用電圧の電力
（例えば、直流５ボルト）、ＲＡＭの内容を保持させるためのバックアップ用電圧の電力
等を生成して、電源監視装置９１０、主制御装置９２０、払出制御装置９３０、サブ制御
装置９４０等に供給する。具体的には、電源監視装置９１０に対しては、内部電力、駆動
用電圧、制御用電圧及びバックアップ電圧の電力が供給され、主制御装置９２０に対して
は、駆動用電圧、制御用電圧及びバックアップ電圧の電力が電源監視装置９１０の電力中
継部４１１を介して供給され、払出制御装置９３０及びサブ制御装置９４０に対しては、
駆動用電圧及び制御用電圧の電力が直接的に供給され、発射制御部９０２に対しては、駆
動用電圧及び制御用電圧の電力が供給される。電源部４０１には、電源スイッチ３８２が
接続されており、電源スイッチ３８２がオフ状態である場合には外部電力の取り込みが停
止される。なお、電源スイッチ３８２をオフ状態にしたり、電源スイッチ３８２を介して
電源部４０１に接続される電源プラグを外部電力供給コンセントから抜脱したりすること
によって遊技機１００の内部への電力の供給が停止する場合や、外部電力自体の供給が停
止する場合を「停電状態」と総称する。なお、電源部４０１は、停電状態の発生後におい
ても所定の期間にわたり所定の電圧の電力を正常に出力するように構成されている。これ
によって、主制御装置９２０及び払出制御装置９３０は、現在の制御状態に復帰できるよ
うに状態を保存して制御を終了させることができる。
【００９１】
　発射制御部９０２は、球送りソレノイド１５１及び発射ソレノイド１５２の駆動を制御
する。なお、球送りソレノイド１５１及び発射ソレノイド１５２が駆動されることによっ
て遊技球の実際に射出される。球送りソレノイド１５１及び発射ソレノイド１５２は、所
定条件が整っている場合に駆動が許可される。具体的には、遊技者が発射ハンドル１７２
に触れていることが接触センサ１７４からの接触センサ信号に基づいて検知されているこ
と、発射を停止させるための発射停止スイッチ１７５が操作されていないことを条件に、
発射制御部９０２はオン状態の発射許可信号を主制御装置９２０に出力する。また、発射
許可信号と、発射異常信号に基づいて主制御装置９２０は発射ソレノイド制御信号及び球
送りソレノイド制御信号を発射装置１５０に出力する。これにより発射装置１５０は発射
ソレノイド制御信号に応じて発射ソレノイド１５２を駆動し、その結果、発射ハンドル１
７２の回転操作量（可変抵抗器１７３の抵抗値）に応じた強さで遊技球が発射される。
【００９２】
　信号中継部９０３は、強制初期化スイッチ１０７が押下された場合に、主制御装置９２
０へオン状態の強制初期化信号を出力する。なお、主制御装置９２０においては、オン状
態の強制初期化信号の受信に応じて主制御装置９２０のＲＡＭに保存された保存情報が初
期化されることとなる。また、信号中継部９０３は、球溢れスイッチ１０７が遊技球を検
出した場合に、主制御装置９２０へオン状態の球溢れ信号を出力する。なお、主制御装置
９２０においては、オン状態の球溢れ信号の検知に基づいて払出制御装置９３０に低速払
出信号を出力することとなり、低速払出信号を受信した払出制御装置９３０は、払出装置
３８２からの遊技球の払出速度を低速化させることとなる。逆に、オフ状態の球溢れ信号
の検知に基づいて払出制御装置９３０に高速払出信号を出力することとなり、低速払出信
号を受信した払出制御装置９３０は、払出装置３８２からの遊技球の払出速度を高速化さ
せることとなる。
【００９３】
　停電監視装置９１０は、電源・発射制御装置９００からの電力供給状態を監視し、停電
状態の発生に応じて、主制御装置９２０及び払出制御装置９３０へ停電信号を出力する停
電監視部９１１と、電源・発射制御装置９００と主制御装置９２０との間の電力供給及び
各種の信号の伝達を中継する信号中継部９１２とを含んでいる。電源監視部９１１は、電
源部９０１から出力される最大電圧である直流安定２４ボルトの電圧を監視し、この電圧
が２２ボルト未満になった場合に停電の発生と判断して、オン状態の停電信号を主制御装
置９２０及び払出制御装置９３０へ出力する。主制御装置９２０及び払出制御装置９３０
は、オン状態の停電信号の受信によって停電の発生を認識することとなる。
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【００９４】
　主制御装置９２０は、遊技機１００の動作を統括的に制御する。主制御装置９２０には
、１チップマイコンとしてのＭＰＵが搭載されている。ＭＰＵは、演算処理装置としての
ＣＰＵと、ＣＰＵにより実行される各種の制御プログラムや固定データを記憶したＲＯＭ
と、制御プログラムの実行に際して一時的に各種のデータ等を記憶するＲＡＭとを含んで
いる。主制御装置９２０には、その他、タイマ回路、カウンタ回路、クロック発生回路、
信号送受信回路などの各種回路が搭載されている。主制御装置９２０のＲＡＭは、停電状
態への移行後においても電源・発射制御装置９００からバックアップ電圧の電力供給によ
って内部データを保持（バックアップ）できる構成となっている。
【００９５】
　払出制御装置９３０は、主制御装置９２０からの指示に応じた遊技球の払い出し動作や
球貸操作装置１３０の操作に応じた遊技球の貸し出し動作を制御する。払出制御装置９３
０は、主制御装置９２０と同様に、１チップマイコンとしてのＭＰＵ、タイマ回路、カウ
ンタ回路、クロック発生回路、信号送受信回路などの各種回路が搭載されている。払出制
御装置９２０のＭＰＵを構成するＲＡＭも、停電状態においても内部データを保持できる
構成となっている。
【００９６】
　サブ制御装置９４０は、主制御装置９２０からの指示に基づいて、各種の演出装置や各
種の発光装置や各種の音響装置等の動作を制御する。
【００９７】
　主制御装置９２０によって実行される制御について説明する。主制御装置９２０で実行
される制御は、大別すると、停電状態からの復帰に伴い起動されるメイン処理と、定期的
に（本形態では１ｍｓ（ミリ秒）」周期で）メイン処理に割込みをかけて実行されるタイ
マ割込み処理とで構成されている。以下においては、便宜上、タイマ割込み処理について
説明し、その後メイン処理について説明する。
【００９８】
　図１０は、タイマ割込み処理を示したフローチャートである。タイマ割込み処理では、
まず、割込み制御の開始における処理を各種入賞スイッチの読み込み処理を実行する（「
割込み開始処理」Ｓ１００１）。具体的には、割込み制御レジスタに所定の値を設定する
。その後に、実質的な遊技機の制御に係る処理が順次実行される。
【００９９】
　割込み開始処理Ｓ１００１の後に、発射制御信号及び球送り制御信号が主制御装置９２
０の外部に出力される（「発射関連信号出力処理」Ｓ１００２）。具体的には、発射出力
用バッファ（ＲＡＭの一部の領域）に格納された発射ソレノイド駆動フラグ（発射ソレノ
イド駆動情報の一種）及び球送りソレノイド駆動フラグ（球送りソレノイド駆動情報の一
種）が発射関連信号用の信号送信回路（信号送受信回路の一種）に出力される。発射ソレ
ノイド駆動フラグは、発射ソレノイド１５２の駆動状態（作動状態又は停止状態）を識別
する１ビット情報であって、発射制御処理Ｓ１００８において、発射ソレノイド１５２を
作動させる場合に設定され、発射ソレノイドを停止させる場合に解除される。また、球送
りソレノイド駆動フラグは、球送りソレノイド１５２の駆動状態（作動状態又は停止状態
）を識別する１ビット情報であって、発射制御処理Ｓ１００８において、球送りソレノイ
ド１５１を作動させる場合に設定され、球送りソレノイド１５１を停止させる場合に解除
される。本形態においては、発射ソレノイド駆動フラグ及び球送りソレノイド駆動フラグ
と共に他の後述する各種のフラグを含め、フラグが設定されている場合にはその値は「１
」であり、フラグが解除されている場合にはその値は「０」であることを意味することと
する。なお、本発明においては駆動状態とフラグの値の組合せを逆の構成とすることもで
きる。発射ソレノイド駆動フラグが設定されている場合及び発射ソレノイド駆動フラグが
解除されている場合には、それぞれ、発射関連信号用の信号送信回路からオン状態の発射
制御信号及びオフ状態の発射制御信号が主制御装置９２０の外部に出力され、球送りソレ
ノイド駆動フラグが設定されている場合及び球送りソレノイド駆動フラグが解除されてい
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る場合には、それぞれ、発射関連信号用の信号送信回路からオン状態の球送り制御信号及
びオフ状態の球送り制御信号が主制御装置９２０の外部に出力される。発射制御信号及び
球送り制御信号の出力状態は次回のタイマ割込み処理まで維持される。本形態においては
、発射制御信号及び球送り制御信号を含め各種の制御信号の出力状態（オフ状態及びオン
状態）は、その出力電圧の相違によって識別されることとするが、各種の制御信号はアク
ティブ状態において電圧が高い状態であってもよいし、アクティブ状態において電圧の低
い状態であってもよい。なお、本発明においては、波形等によって識別される状態であっ
てもよい。発射制御信号及び球送り制御信号は電源監視装置９１０及び電源・発射制御装
置９００の発射制御部を介して発射装置１５０に入力され、その入力に基づいて、発射ソ
レノイド１５２及び球送りソレノイド１５１が駆動される。具体的には、オン状態の発射
制御信号が入力されると、発射ソレノイド１５２が停止状態である場合には作動状態に移
行され、既に作動状態である場合にはその状態を維持する。逆に、オフ状態の発射制御信
号が入力されると、発射ソレノイド１５２が既に停止状態である場合にはその状態を維持
し、作動状態である場合には停止状態に移行される。
【０１００】
　発射関連信号出力処理Ｓ１００２の後に、払出制御装置９３０やサブ制御装置９４０へ
のデータ信号（コマンド信号）の送信制御に用いられるストローブ信号及び遊技機の設置
ホールの管理コンピュータ等の外部装置（図示せず）へ所定の情報を提供するために用い
られる外部報知信号が外部出力される（「送信制御・外部報知の信号出力処理」Ｓ１００
３）。具体的には、送信制御・外部報知出力バッファ（ＲＡＭの一部の領域）に格納され
た払出系用ストローブ制御フラグ、サブ系用ストローブ制御フラグ、不正検知フラグ、入
賞フラグ、小利益状態移行フラグ、大利益状態移行フラグ及びセンタ役物入球フラグの設
定状態に応じた情報が送信制御・外部報知信号用の信号送信回路に出力される。送信制御
・外部報知信号用の送受信回路からの出力制御は上記の発射関連信号用の信号送受信回路
の場合と同様である。
【０１０１】
　送信制御・外部報知の信号出力処理Ｓ１００３の後に、電源監視装置９１０の電源監視
部９１１から出力されている停電信号の入力状態を検出し、その検出結果に基づいて停電
状態であるか否かが検知され、停電状態である場合には停電発生情報（ＲＡＭの一部の領
域）に所定の停電状態値が設定され、停電状態でない通電状態の場合には停電情報に停電
状態値と異なる所定の通電状態値が設定される（「停電情報更新処理」Ｓ１００４）。具
体的には、所定の回数（本形態では２回）のタイマ割込みにおいてオン状態の停電信号を
連続して検出した場合に、停電状態であると認定されて停電フラグに所定の値が設定され
る。
【０１０２】
　停電情報更新処理Ｓ１００４の後に、不正が検知されているか否かが判定される（Ｓ１
００５）。具体的には、不正検知情報が不正発生を表す所定の不正発生値であるか否かが
判定される。不正検知情報は、通常は不正発生値と異なる所定の値であるが、磁気センサ
監視処理Ｓ１００９において磁気センサ４３０の感知に基づく不正が検知された場合及び
スイッチ監視処理Ｓ１００７の後述するセンタ役物入球処理Ｓ１１０８（図１２参照）に
おいて所定の遊技停止監視期間における入球スイッチ１１の感知に基づく不正が検知され
た場合に不正発生値に変更される。
【０１０３】
　判定処理Ｓ１００５において不正が検知されていないと判定された場合（Ｓ１００５：
Ｎ）には、主制御装置９２０に接続されている各種のスイッチの出力状態がスイッチ信号
用の信号受信回路（信号送受信回路の一種）から入力バッファ（ＲＡＭの一部の領域）に
読み込まれ、スイッチごとに、今回のタイマ割込みで読み込まれたその出力状態（以下、
「今回の出力状態」と略記する）と、前回のタイマ割込みで読み込まれた出力状態（以下
、「前回の出力状態」と略記する）と、前々回のタイマ割込みで読み込まれた出力状態（
以下、「前々回の出力状態」と略記する）とに基づいて出力状態の変更が検知され、その
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検知後に、次回のタイマ割込みにおける出力状態の変更の検知のために、今回の出力状態
及び前回の出力状態が、それぞれ、前回の出力状態及び前々回の出力状態として循環的に
更新保存される（「スイッチ読込処理」Ｓ１００６）。具体的には、各スイッチに対して
、前々回の出力状態がオフ状態であり、前回の出力状態及び今回の出力状態の双方がオン
状態である場合にオン状態移行と検知されてスイッチの種類に応じたオン移行フラグ（Ｒ
ＡＭの一部の領域）が設定され、前回の出力状態を保持する前回オン状態フラグ（ＲＡＭ
の一部の領域）及び前々回オン状態フラグ（ＲＡＭの一部の領域）が更新（設定又は解除
）される。複数回のタイマ割込みにおけるスイッチの出力状態に基づいて出力状態や出力
状態の変更を検知することによってノイズ耐性を向上させることができる。このように複
数回にわたる出力状態のパターンに応じて出力状態や出力状態の変更を検知する処理は一
般的にフィルタリング処理と称される。本形態においてはソフトウェア的にフィルタリン
グ処理を行うが、本発明においてはハードウェア的にフィルタリング処理を行う構成であ
ってもよいし、フィルタリング処理を行わない構成であってもよい。
【０１０４】
　スイッチ読込処理Ｓ１００６において、具体的には、中央可変入賞口スイッチ１３、左
中可変入賞口スイッチ１４、左下可変入賞口スイッチ１５、中下可変入賞口スイッチ１６
、右中可変入賞口スイッチ１７、右下可変入賞口スイッチ１８、左普通入賞口スイッチ１
９Ｌ、右普通入賞口スイッチ１９Ｒ、入球スイッチ１１、左ゲートスイッチ１２Ｌ及び右
ゲートスイッチ１２Ｒの出力状態が読み込まれる。更に、本形態においては、払出制御装
置９３０を介して前面枠スイッチ１０９の出力状態も読み込まれる。なお、本スイッチ読
込処理Ｓ１００６においては、強制初期化スイッチ１０７の出力状態は読み込まれない。
【０１０５】
　スイッチ読込処理Ｓ１００６の後に、スイッチ読込処理Ｓ１００６における各種のスイ
ッチのオン移行フラグの状態に応じた個別の処理が順次に実行される（「スイッチ監視処
理」Ｓ１００７）。ここで、スイッチ監視処理Ｓ１００７について図１１を参照しながら
説明する。図１１は、スイッチ監視処理Ｓ１００７の一例を表すフローチャートである。
【０１０６】
　スイッチ監視処理Ｓ１００７において、まず、中央可変入賞口スイッチ１３のオン移行
フラグが設定されている場合には、入賞個数カウンタ（ＲＡＭの一部の領域）の値が現在
値に「１」だけ加算した値に更新され、中央可変入賞コマンドがリングバッファ（ＲＡＭ
の一部の領域）に格納される（「中央可変入賞処理」Ｓ１１０１）。なお、中央可変入賞
コマンドを含めリングバッファに格納された各種のコマンドは、主制御装置９２０のメイ
ン処理におけるサブ系情報出力処理Ｓ１３０５においてサブ制御装置９４０に出力される
こととなる。中央可変入賞処理Ｓ１１０１の後に、左中可変入賞口スイッチ１８のオン移
行フラグが設定されている場合には、入賞個数カウンタの値が現在値に「１」だけ加算し
た値に更新され、左中可変入賞コマンドがリングバッファに格納される（「左中可変入賞
処理」Ｓ１１０２）。左中可変入賞処理Ｓ１１０２の後に、左下可変入賞口スイッチ１７
のオン移行フラグが設定されている場合には、入賞個数カウンタの値が現在値に「１」だ
け加算した値に更新され、左下可変入賞コマンドがリングバッファに格納される（「左下
可変入賞処理」Ｓ１１０３）。左下可変入賞処理Ｓ１１０３の後に、中下可変入賞口スイ
ッチ１４のオン移行フラグが設定されている場合には、入賞個数カウンタの値が現在値に
「１」だけ加算した値に更新され、中下可変入賞コマンドがリングバッファに格納される
（「中下可変入賞処理」Ｓ１１０４）。中下可変入賞処理Ｓ１１０４の後に、右中可変入
賞口スイッチ１６のオン移行フラグが設定されている場合には、入賞個数カウンタの値が
現在値に「１」だけ加算した値に更新され、右中可変入賞コマンドがリングバッファに格
納される（「右中可変入賞処理」Ｓ１１０５）。右中可変入賞処理Ｓ１１０５の後に、右
下可変入賞口スイッチ１５のオン移行フラグが設定されている場合には、入賞個数カウン
タの値が現在値に「１」だけ加算した値に更新され、右下可変入賞コマンドがリングバッ
ファに格納される（「右下可変入賞処理」Ｓ１１０６）。
【０１０７】
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　右下可変入賞処理Ｓ１１０６の後に、左普通入賞口スイッチ１９Ｌのオン移行フラグが
設定されている場合には、入賞個数カウンタの値が現在値に「１」だけ加算した値に更新
されると共に普通入賞個数カウンタ（ＲＡＭの一部の領域）の値が現在値に「１」だけ加
算した値に更新され、また、右入賞口スイッチ１９Ｒのオン移行フラグが設定されている
場合には、入賞個数カウンタ及び普通入賞個数カウンタ（ＲＡＭの一部の領域）の値が現
在値に「１」だけ加算した値に更新される（「普通入賞処理」Ｓ１１０７）。
【０１０８】
　普通入賞処理Ｓ１１０７の後に、入球スイッチ１１のオン移行フラグの状態に応じた処
理（「センタ役物入球処理」Ｓ１１０８）が実行される。ここで、センタ役物入球処理Ｓ
１１０８について詳細に説明する。図１２は、センタ役物入球処理の一例を表すフローチ
ャートである。
【０１０９】
　センタ役物入球処理Ｓ１１０８において、図１２に示されたように、まず、入球スイッ
チ１１のオン移行フラグが設定されているか否かが判定される（Ｓ１０１）。入球スイッ
チ１１のオン移行フラグが設定されていない場合（Ｓ１０１：Ｎ）には実質的にいかなる
処理も実行せずにセンタ役物入球処理Ｓ１１０８が終了する。入球スイッチ１１のオン移
行フラグが設定されている場合（Ｓ１０１：Ｙ）には、遊技停止監視タイマＴ１（「タイ
マＴ１」とも略記する）が「０（基準値）」であるか否かが判定される（Ｓ１０２）。遊
技停止監視タイマＴ１は、振動センサ１０による所定の条件を満たす振動の検知に基づい
て作動するタイマである。遊技停止監視タイマＴ１が「０」である場合は、所定の条件を
満たす振動が検知されていない状態や、所定の条件を満たす振動が検知されたが所定の遊
技停止監視期間が終了している場合を意味し、遊技停止監視タイマＴ１が「０」でない場
合は、所定の条件を満たす振動が検知され、所定の遊技停止監視期間が終了していない場
合を意味する。なお、遊技停止監視タイマＴ１は、振動センサ監視処理Ｓ１０１０におい
て設定される。遊技停止監視タイマＴ１が「０」である場合（Ｓ１０２：Ｙ）には、入球
個数カウンタ（ＲＡＭの一部の領域）の値が現在値に「１」だけ加算した値に更新される
（「入球個数更新処理」Ｓ１０３）。入球個数更新処理Ｓ１０３の後に、入球コマンドが
リングバッファに格納される（「入球コマンド設定処理」Ｓ１０４）。また、抽選状態フ
ラグ（ＲＡＭの一部の領域に保持）が設定される（「抽選状態フラグ設定処理」Ｓ１０５
）。抽選状態フラグは、センタ役物４１に入球したが機構的な振分抽選が完了していない
遊技球が滞在しているか否かを識別するフラグであり、そのような遊技球がセンタ役物４
１に滞在している場合に設定されており、そのような遊技球がセンタ役物４１に滞在して
いない場合に解除されている。
【０１１０】
　判定処理Ｓ１０２において遊技停止監視タイマＴ１が「０」以外であると判定された場
合（Ｓ１０２：Ｎ）には、不正検知情報に所定の不正発生値が設定される（「不正検知情
報更新処理」Ｓ１０６）。不正検知情報更新処理Ｓ１０６の後に、送信制御・外部報知出
力バッファの不正検知フラグが設定される（「不正報知設定処理」Ｓ１０７）。なお、不
正検知フラグが設定されると、次回のタイマ割込み処理の送信制御・外部報知の信号出力
処理Ｓ１００３（図１０参照）において遊技機の外部の監理コンピュータ等にオン状態の
不正検知信号が出力され、一旦停電状態に移行させるまで不正検知信号のオン状態が維持
されることとなる。不正報知設定処理Ｓ１０７の後に、発射出力用バッファの発射ソレノ
イド駆動フラグ及び球送りソレノイド駆動フラグが解除され（「発射関連情報設定処理」
Ｓ１０８）、停止状態の発射制御信号及び停止状態の球送り制御信号が主制御装置９２０
の外部に出力される（「発射関連信号出力処理」Ｓ１０９）。なお、発射関連信号出力処
理Ｓ１０９は、発射関連信号出力処理Ｓ１００２（図１０）と実質的に同一の処理である
。これによって、発射ソレノイド１５２及び球送りソレノイド１５１が強制的に停止状態
に移行することとなり、遊技進行が強制的に停止される。なお、不正検知情報更新処理Ｓ
１０６において不正検知情報に所定の不正発生値が設定された後は、判定処理Ｓ１００５
（図１０参照）において不正検知と判定されることとなり（Ｓ１００５：Ｙ）、発射ソレ
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ノイド１５２及び球送りソレノイド１５１の駆動状態を更新する発射制御処理Ｓ１００８
（図１０参照）がスキップされることによって、一旦停電状態へ移行するまで発射ソレノ
イド１５２及び球送りソレノイド１５１の停止状態が維持される。また、不正振動誘導検
知コマンドがサブ制御装置９４０に出力される（「不正振動誘導検知コマンド出力処理」
Ｓ１１０）。これによって、不正振動誘導を検知したことを表す報知が発光装置１２１～
１２５及び音響装置１８０において開始されることとなる。なお、この報知も一旦停電状
態へ移行するまで継続される。
【０１１１】
　センタ役物入球処理Ｓ１１０８の後に、右ゲートスイッチ１２Ｒのオン移行フラグの状
態に応じた処理（「右ゲート通過処理Ｓ１１０９」）が実行される。ここで、右ゲート通
過処理Ｓ１１０９について詳細に説明する。図１３は、右ゲート通過処理の一例を表すフ
ローチャートである。
【０１１２】
　右ゲート通過処理Ｓ１１０９において、図１３に示されたように、まず、右ゲートスイ
ッチ１２Ｒのオン移行フラグが設定されているか否かが判定される（Ｓ２０１）。右ゲー
トスイッチ１２Ｒのオン移行フラグが設定されていない場合（Ｓ２０１：Ｎ）には実質的
にいかなる処理も実行せずに右ゲート通過処理Ｓ１１０９が終了する。右ゲートスイッチ
１２Ｒのオン移行フラグが設定されている場合（Ｓ２０１：Ｙ）には、遊技停止監視タイ
マＴ１（「タイマＴ１」とも略記する）が「０（基準値）」であるか否かが判定される（
Ｓ２０２）。遊技停止監視タイマＴ１が「０」である場合（Ｓ２０２：Ｙ）には、大利益
遊技状態への移行回数を計数する右ゲート通過個数カウンタ（ＲＡＭの一部の領域）の値
が現在値に「１」だけ加算した値に更新される（「大利益回数更新処理」Ｓ２０３）。大
利益回数更新処理Ｓ２０３の後に、大利益コマンドがリングバッファに格納される（「大
利益コマンド設定処理」Ｓ２０４）。また、抽選状態フラグが設定されているか否かが判
定されて（Ｓ２０５）、抽選状態フラグが設定されている場合（Ｓ２０５：Ｙ）には抽選
状態フラグが解除され（「抽選状態フラグ解除処理」Ｓ２０６）、一方、抽選状態フラグ
が解除されている場合（Ｓ２０５：Ｎ）には抽選状態フラグが解除状態に維持される（抽
選状態フラグ解除処理Ｓ２０６のスキップ）。
【０１１３】
　判定処理Ｓ２０２において遊技停止監視タイマＴ１が「０」以外であると判定された場
合（Ｓ２０２：Ｎ）には、センタ役物入球処理Ｓ１１０８における不正検知情報更新処理
Ｓ１０６～不正振動誘導検知コマンド出力処理Ｓ１１０と同様に、不正検知情報に所定の
不正発生値が設定され（「不正検知情報更新処理」Ｓ２０７）、送信制御・外部報知出力
バッファの不正検知フラグが設定され（「不正報知設定処理」Ｓ２０８）、発射出力用バ
ッファの発射ソレノイド駆動フラグ及び球送りソレノイド駆動フラグが解除され（「発射
関連情報設定処理」Ｓ２０９）、停止状態の発射制御信号及び停止状態の球送り制御信号
が主制御装置９２０の外部に出力される（「発射関連信号出力処理」Ｓ２１０）、不正振
動誘導検知コマンドがサブ制御装置９４０に出力される（「不正振動誘導検知コマンド出
力処理」Ｓ２１１）。
【０１１４】
　右ゲート通過処理Ｓ１１０９の後に、左ゲートスイッチ１２Ｌのオン移行フラグの状態
に応じた処理（「左ゲート通過処理Ｓ１１１０」）が実行される。ここで、左ゲート通過
処理Ｓ１１１０について詳細に説明する。図１４は、左ゲート通過処理の一例を表すフロ
ーチャートである。
【０１１５】
　左ゲート通過処理Ｓ１１１０において、図１４に示されたように、まず、左ゲートスイ
ッチ１２Ｌのオン移行フラグが設定されているか否かが判定される（Ｓ３０１）。左ゲー
トスイッチ１２Ｌのオン移行フラグが設定されていない場合（Ｓ３０１：Ｎ）には実質的
にいかなる処理も実行せずに左ゲート通過処理Ｓ１１１０が終了する。左ゲートスイッチ
１２Ｌのオン移行フラグが設定されている場合（Ｓ３０１：Ｙ）には、遊技停止監視タイ



(25) JP 5348403 B2 2013.11.20

10

20

30

40

50

マＴ１（「タイマＴ１」とも略記する）が「０（基準値）」であるか否かが判定される（
Ｓ３０２）。遊技停止監視タイマＴ１が「０」である場合（Ｓ３０２：Ｙ）には、小利益
遊技状態への移行回数を計数する左ゲート通過個数カウンタ（ＲＡＭの一部の領域）の値
が現在値に「１」だけ加算した値に更新される（「小利益回数更新処理」Ｓ３０３）。小
利益回数更新処理」Ｓ３０３の後に、小利益コマンドがリングバッファに格納される（「
小利益コマンド設定処理」Ｓ３０４）。また、抽選状態フラグが設定されているか否かが
判定されて（Ｓ３０５）、抽選状態フラグが設定されている場合（Ｓ３０５：Ｙ）には抽
選状態フラグが解除され（「抽選状態フラグ解除処理」Ｓ３０６）、一方、抽選状態フラ
グが解除されている場合（Ｓ３０５：Ｎ）には抽選状態フラグが解除状態に維持される（
抽選状態フラグ解除処理Ｓ３０６のスキップ）。
【０１１６】
　判定処理Ｓ３０２において遊技停止監視タイマＴ１が「０」以外であると判定された場
合（Ｓ３０２：Ｎ）には、右ゲート通過処理Ｓ１１０９における不正検知情報更新処理Ｓ
２０７～不正振動誘導検知コマンド出力処理Ｓ２１１と同様に、不正検知情報に所定の不
正発生値が設定され（「不正検知情報更新処理」Ｓ３０７）、送信制御・外部報知出力バ
ッファの不正検知フラグが設定され（「不正報知設定処理」Ｓ３０８）、発射出力用バッ
ファの発射ソレノイド駆動フラグ及び球送りソレノイド駆動フラグが解除され（「発射関
連情報設定処理」Ｓ３０９）、停止状態の発射制御信号及び停止状態の球送り制御信号が
主制御装置９２０の外部に出力される（「発射関連信号出力処理」Ｓ３１０）、不正振動
誘導検知コマンドがサブ制御装置９４０に出力される（「不正振動誘導検知コマンド出力
処理」Ｓ３１１）。
【０１１７】
　中央可変入賞処理Ｓ１１０１から左ゲート通過処理Ｓ１１１０で構成されるスイッチ監
視処理Ｓ１００７の後に、図１０に示されたように、発射装置１５０における発射ソレノ
イド１５２及び球送りソレノイド１５１の駆動を制御するための発射関連情報が設定され
る（「発射制御処理」Ｓ１００８）。具体的には、発射ソレノイド駆動フラグ及び球送り
ソレノイド駆動フラグの状態が更新される。ここで、発射制御処理Ｓ１００８について、
詳細に説明する。図１５は、発射制御処理の一例を表すフローチャートである。
【０１１８】
　発射制御処理Ｓ１１０８において、図１５に示されたように、まず、発射操作装置１７
０からの発射許可信号がオン状態であるか否かが判定される（Ｓ１２０１）。発射許可信
号の出力状態は、発射ハンドル１７２が所定の角度以上の角度だけ回転されており、接触
センサ１７４が遊技者との接触を感知しているオン状態であり、かつ、発射停止スイッチ
１７５が操作されていない場合にオン状態であり、その他の場合はオフ状態である。また
、発射停止信号（異常信号２）がオン状態であるか否かが判定される（Ｓ１２０２）。通
常の遊技中においては、発射許可信号はオン状態を維持し、発射停止信号はオフ状態を維
持している。発射許可信号がオン状態であり、かつ、発射停止信号がオフ状態であると判
定された場合には、発射周期タイマ（ＲＡＭの一部の領域）の値が、「０」であるか否か
が判定される（Ｓ１２０３）。発射周期タイマは、遊技球の発射間隔を規制するためのタ
イマであって、通常、その値が「０」であれば連続する２回の発射間隔期間の狭間を意味
し、その値が「０」以外であれば発射間隔期間内であることを意味している。なお、本判
定処理Ｓ１２０３では、発射操作装置１７０が操作されたまま停電状態から復帰するよう
な特殊な場合を除き、発射周期タイマの値が「０」であると判定されることはない。
【０１１９】
　発射周期タイマの値が「０」でない場合には、その値が現在値から「１」だけ減算され
た値に更新される（「発射周期タイマ更新処理」Ｓ１２０４）。発射周期タイマ更新処理
Ｓ１２０４の後に、再度、発射周期タイマが「０」であるか否かが判定される（Ｓ１２０
５）。なお、本判定処理Ｓ１２０５では、発射周期タイマの値が「０」であれば今回の発
射間隔期間の終端であることを意味している。判定処理Ｓ１２０５において発射周期タイ
マが「０」であると判定された場合には、今回の発射間隔期間が終了するために次回の発
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射間隔期間における発射制御の準備として、球送りタイマの値が所定の規定値（本形態で
は、約７４ｍｓに相当する「７４」）に設定され（「球送りタイマ設定処理」Ｓ１２０６
）、また、発射タイマの値が所定の規定値（本形態では、約１２ｍｓに相当する「１２」
）に設定される（「発射タイマ設定処理」Ｓ１２０７）。ここで、球送りタイマは球送り
ソレノイド１５１の作動期間を決定するタイマであり、発射タイマは発射ソレノイド１５
２の作動期間を決定するタイマである。球送りタイマ設定処理Ｓ１２０６及び発射タイマ
設定処理Ｓ１２０７の後に、次回の発射間隔期間における発射制御の準備として、発射周
期タイマの値が所定の規定値（本形態では、約６０２ｍｓに相当する「６０２」）に設定
される（「発射周期タイマ設定処理」Ｓ１２０８）。
【０１２０】
　判定処理Ｓ１２０５において発射周期タイマが「０」でないと判定された場合（Ｓ１２
０５Ｎ）には、今回の発射間隔期間は終了しないために、球送りタイマ設定処理Ｓ１２０
６、発射タイマ設定処理Ｓ１２０７及び発射周期タイマ設定処理Ｓ１２０８がスキップさ
れる。
【０１２１】
　判定処理Ｓ１２０１において発射許可信号がオン状態でないと判定された場合（Ｓ１２
０１：Ｎ）、判定処理Ｓ１２０２において発射停止信号がオン状態であると判定された場
合（Ｓ１２０２：Ｙ）、判定処理Ｓ１２０３において発射周期タイマの値が「０」である
と判定された場合（Ｓ１２０３：Ｙ）のいずれかに該当するときには、発射周期タイマ更
新処理Ｓ１２０４～発射タイマ設定処理Ｓ１２０７がスキップされて、発射周期タイマ設
定処理Ｓ１２０８が実行される。
【０１２２】
　その後、発射ソレノイド駆動フラグ及び球送りソレノイド駆動フラグが解除される（「
発射関連情報解除処理」Ｓ１２０９）。発射関連情報解除処理Ｓ１２０９の後に、発射タ
イマの値が「０」であるか否かが判定されて（Ｓ１２１０）、発射タイマの値が「０」で
ない場合（Ｓ１２１０：Ｎ）には、発射ソレノイド１５２の作動期間中であるために、そ
の値が現在値から「１」だけ減算した値に更新され（「発射タイマ更新処理」Ｓ１２１１
）、発射ソレノイド駆動フラグ（図中は「発射フラグ」と略記）が設定される（「発射フ
ラグ設定処理」Ｓ１２１２）。一方、発射タイマの値が「０」である場合（Ｓ１２１０：
Ｙ）には、発射タイマ更新処理Ｓ１２１１及び発射フラグ更新処理Ｓ１２１２がスキップ
されて、発射タイマは「０」を維持し、発射ソレノイド駆動フラグは発射関連情報解除処
理Ｓ１２０９における解除に伴いその解除状態を維持することとなる。引き続き、球送り
タイマの値が「０」であるか否かが判定されて（Ｓ１２１３）、球送りタイマの値が「０
」でない場合（Ｓ１２１３：Ｎ）には、球送りソレノイド１５１の作動期間中であるため
に、その値が現在値から「１」だけ減算した値に更新され（「球送りタイマ更新処理」Ｓ
１２１４）、球送りソレノイド駆動フラグ（図中は「球送りフラグ」と略記）が設定され
る（「球送りフラグ設定処理」Ｓ１２１５）。一方、球送りタイマの値が「０」である場
合（Ｓ１２１３：Ｙ）には、球送りタイマ更新処理Ｓ１２１１及び球送りフラグ更新処理
Ｓ１２１２がスキップされて、球送りタイマは「０」を維持し、発射ソレノイド駆動フラ
グは発射関連情報解除処理Ｓ１２０９における解除に伴いその解除状態を維持することと
なる。発射制御処理Ｓ１００８で更新された発射ソレノイド駆動フラグ及び球送りソレノ
イド駆動フラグの情報に基づいて、次回のタイマ割込み処理における発射関連信号出力処
理Ｓ１００２（図１０参照）によって発射制御信号及び球送り制御信号が主制御装置９２
０から出力される。
【０１２３】
　タイマ割込み処理が繰り返し実行されることによって、発射間隔が約６０２ｍｓに規制
される。また、発射間隔期間の始端から約７４ｍｓの間に渡ってオン状態の球送り制御信
号が出力されて球送りソレノイド１５１の作動状態が維持され、その後、発射間隔期間の
終端までその停止状態が維持される。また、発射間隔期間の始端から約１２ｍｓの間に渡
ってオン状態の発射制御信号が出力されて発射ソレノイド１５２の作動状態が維持され、
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その後、発射間隔期間の終端までその停止状態が維持される。これによって、発射間隔期
間に１球の遊技球が発射装置１５０から射出される。
【０１２４】
　発射制御処理Ｓ１００８の後に、図１０に示されたように、磁気センサ４３０からの磁
気センサ信号が監視され、磁気センサ信号に基づいて不正が検知される（「磁気センサ監
視処理」Ｓ１００９）。具体的には、磁気を検出していないことを表すオフ状態の磁気セ
ンサ信号が検知されてからその後５０回のタイマ割込みにおいて連続してオン状態の磁気
センサ信号が検知された場合に不正磁気誘導と検知されて、図１２に示された不正検知情
報更新処理Ｓ１０６～発射関連信号出力処理Ｓ１０９と実質的に同一の処理が実行される
。これによって、発射ソレノイド１５２及び球送りソレノイド１５１が強制的に停止状態
に移行することとなり、遊技進行が強制的に停止される。また、磁気センサ監視処理Ｓ１
００９においては、不正振動誘導検知コマンドに代えて不正磁気誘導検知コマンドがサブ
制御装置９４０に出力され、不正磁気誘導を検知したことを表す報知が発光装置１２１～
１２５及び音響装置１８０において開始されることとなる。遊技進行の強制停止状態及び
不正磁気誘導の報知状態は一旦停電状態に移行させるまで継続する。
【０１２５】
　磁気センサ監視処理Ｓ１００９の後に、振動センサ１０からの振動センサ信号が監視さ
れ、振動センサ信号に基づいて不正振動誘導が検知される（「振動センサ監視処理」Ｓ１
０１０）。ここで、振動センサ監視処理Ｓ１０１０について説明する。図１６は、振動セ
ンサ監視処理の一例を表すフローチャートである。
【０１２６】
　振動センサ監視処理Ｓ１０１０において、図１６に示されたように、まず、遊技停止監
視タイマＴ１（図中では「タイマＴ１」と略記）の値が所定の基準値（本形態では「０」
）であるか否かが判定され（Ｓ４０１）、遊技停止監視タイマＴ１の値が基準値でない場
合（Ｓ４０１：Ｎ）には、遊技停止監視タイマＴ１の値が現在値から「１」だけ減じた値
に更新され（「タイマＴ１更新処理」Ｓ４０２）、一方、遊技停止監視タイマＴ１の値が
基準値である場合（Ｓ４０１：Ｙ）には、タイマＴ１更新処理Ｓ４０２がスキップされて
基準値が維持される。タイマＴ１更新処理Ｓ４０１の後に、前面枠開閉状態フラグＦ２（
図中では「フラグＦ２」と略記）が解除されているか否かによって前面枠セット１０３が
閉鎖状態であるか開放状態であるかが判定される（Ｓ４０３）。ここで、前面枠開閉状態
フラグＦ２は、前面枠スイッチ１０９からの前面枠スイッチ信号の出力状態に基づいて前
面枠セット１０３の開閉状態を表すフラグであり、スイッチ読込処理Ｓ１００６において
、オン状態の前面枠スイッチ信号が検知されている前面枠セット１０３の開放状態におい
て設定され、オフ状態の前面枠スイッチ信号が出力されている前面枠セット１０３の閉鎖
状態において解除される。
【０１２７】
　判定処理Ｓ４０３において前面枠開閉状態フラグＦ２が設定されていると判定された場
合（Ｓ４０３：Ｎ）には、振動センサ１０からの振動センサ信号がオン状態であるか否か
によって振動検知状態であるか否かが判定される（Ｓ４０４）。振動センサ信号がオン状
態である場合（Ｓ４０４：Ｙ）には、抽選状態フラグが設定されているか否かによって振
分抽選状態であるか非振分抽選状態であるかが判定され（Ｓ４０５）、非振分抽選状態で
ある場合（Ｓ４０５：Ｎ）には、振動検知カウンタＣ１（図中では「カウンタＣ１」と略
記）の値が現在値に所定の第１振動検知値（本形態では「３」）だけ加算した値に更新さ
れ（「カウンタＣ１更新処理」Ｓ４０６）、一方、振分抽選状態である場合（Ｓ４０５：
Ｙ）には、振動検知カウンタＣ１の値が現在値に所定の第２振動検知値（本形態では「６
」）だけ加算した値に更新される（「カウンタＣ１更新処理」Ｓ４０７）。カウンタＣ１
更新処理Ｓ４０６，Ｓ４０７の後に、振動検知カウンタＣ１の値が規定最大値（本形態で
は、「２５５」）以上であるか否かが判定され（Ｓ４０８）、規定最大値を越えている場
合には、振動検知カウンタＣ１が規定最大値に設定され（「カウンタＣ１設定処理」Ｓ４
０９）、規定最大値を越えていない場合には、カウンタＣ１設定処理Ｓ４０８がスキップ
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されてカウンタＣ１更新処理Ｓ４０６，Ｓ４０７における更新値が維持される。
【０１２８】
　一方、判定処理Ｓ４０４において振動センサ信号がオフ状態であると判定された場合（
Ｓ４０４：Ｎ）には、振動検知カウンタＣ１の値が基準値（本形態では「０」）であるか
否かが判定される（Ｓ４１０）。振動検知カウンタＣ１の値が基準値でない場合（Ｓ４１
０：Ｎ）には、振動検知カウンタＣ１の値が、現在値から所定の非振動検知値（本形態で
は「１」）だけ減算した値に更新される（「カウンタＣ１更新処理」Ｓ４１１）。カウン
タＣ１更新処理Ｓ４１１の後に、更新後の振動検知カウンタＣ１の値が基準値であるか否
かが判定される（Ｓ４１２）。更新後の振動検知カウンタＣ１の値が基準値である場合（
Ｓ４１２：Ｎ）には、振動検知フラグＦ１（図中では「フラグＦ１」と略記）が解除され
ているか否かが判定される（Ｓ４１３）。振動検知フラグＦ１が解除されていない場合、
つまり、振動検知フラグＦ１が設定されている場合（Ｓ４１３：Ｎ）には、振動検知フラ
グＦ１が解除され（「フラグＦ１解除処理」Ｓ４１４）、過剰振動報知停止コマンドが主
制御装置９２０からサブ制御装置９４０に出力され（「過剰振動報知停止コマンド出力処
理」Ｓ４１５）、また、振動検知カウンタＣ１が基準値に設定される（「カウンタＣ１設
定処理」Ｓ４１６）。
【０１２９】
　判定処理Ｓ４１３において振動検知フラグＦ１が解除されていると判定された場合（Ｓ
４１３：Ｙ）には、フラグＦ１解除処理Ｓ４１４～カウンタＣ１設定処理Ｓ４１６がスキ
ップされる。また、判定処理Ｓ４１２において振動検知カウンタＣ１の値が基準値でない
と判定された場合（Ｓ４１２：Ｙ）には、判定処理Ｓ４１３～カウンタＣ１設定処理Ｓ４
１６がスキップされる。また、判定処理Ｓ４１０において振動検知カウンタＣ１が基準値
であると判定された場合（Ｓ４１０：Ｙ）には、カウンタＣ１更新処理Ｓ４１１～カウン
タＣ１設定処理Ｓ４１６がスキップされる。
【０１３０】
　判定処理Ｓ４０３において前面枠開閉状態フラグＦ２が設定されていると判定された場
合（Ｓ４０３）には、振動検知カウンタＣ１が強制的に解除される（「カウンタＣ１解除
処理」Ｓ４１７）。具体的には、振動検知カウンタＣ１が基準値（「０」）に設定される
。カウンタＣ１解除処理Ｓ４１７の後に、振動検知フラグＦ１が解除されているか否かが
判定され（Ｓ４１８）、振動検知フラグＦ１が設定されている場合（Ｓ４１８：Ｎ）には
、振動検知フラグＦ１が解除され、過剰振動報知停止コマンドが主制御装置９２０からサ
ブ制御装置９４０に出力される。一方、振動検知フラグＦ１が設定されている場合（Ｓ４
１８：Ｎ）には、フラグＦ１解除処理Ｓ４１９及び過剰振動報知停止コマンド出力処理Ｓ
４２０がスキップされる。
【０１３１】
　カウンタＣ１設定処理Ｓ４０９，Ｓ４１６等の後に、図１７に示されたように、振動検
知カウンタＣ１の値が過剰振動閾値（本形態では「９０」）未満であるか否かが判定され
る（「過剰振動判定処理」Ｓ４２１）。振動検知カウンタＣ１の値が過剰振動閾値以上で
ある場合（Ｓ４２１：Ｎ）には、振動検知フラグＦ１が設定されているか否かが判定され
（Ｓ４２２）、振動検知フラグＦ１が設定されていない場合（Ｓ４２２：Ｎ）には、振動
検知フラグＦ１が設定され（「フラグＦ１設定処理」Ｓ４２３）、また、過剰振動報知開
始コマンドが主制御装置９２０からサブ制御装置９４０に出力される（「過剰振動報知開
始コマンド出力処理」Ｓ４２４）。なお、サブ制御装置９４０では、過剰振動報知開始コ
マンドの受信に応じて、枠発光装置１２１～１２５及び音響装置１８０を作動させて、そ
れらに過剰振動の発生を報知させる。一方、振動検知フラグＦ１が設定されていると判定
された場合（Ｓ４２２：Ｙ）には、振動検知カウンタＣ１の値が異常振動閾値（本形態で
は「２４０」）未満であるか否かが判定され（「異常振動判定処理」Ｓ４２５）、その値
が異常振動閾値以上である場合（Ｓ４２５：Ｎ）には、遊技停止監視タイマＴ１（図中に
は「タイマＴ１」と略記）の値が所定の規定値（本形態では１．５秒に相当する「１５０
０」）に設定される（「タイマＴ１設定処理」Ｓ４２６）。一方、振動検知カウンタＣ１
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の値が異常振動閾値未満であると判定された場合（Ｓ４２５：Ｙ）には、タイマＴ１設定
処理Ｓ４２６がスキップされ、遊技停止監視タイマＴ１の値は維持される。遊技停止監視
タイマＴ１に「０」以外の値が設定されている期間が遊技停止監視期間であり、遊技停止
監視期間に入球スイッチ１１が遊技球を感知した場合には、上述のように遊技進行が停止
されることとなる。
【０１３２】
　判定処理Ｓ４０１～タイマＴ１設定処理Ｓ４２６で構成される振動センサ監視処理Ｓ１
０１０の後に、図１０に示されたように、タイマ割込みの実行回数を表す割込み数（ＲＡ
Ｍの一部の領域）の値が現在値に「１」だけ加算した値に更新される（「割込み数更新処
理」Ｓ１０１１）。割込み数更新処理Ｓ１０１１の実行によってタイマ割込み処理が終了
する。
【０１３３】
　次に、主制御装置９２０によって実行されるメイン処理について説明する。図１８は主
制御装置のメイン処理（図中には「主制御メイン処理」と略記）の一例を表すフローチャ
ートである。停電状態からの復帰に応じて実行されるメイン処理において、図１８に示さ
れたように、まず、主制御装置９２０を立ち上げるための処理や各種の情報を初期設定す
る処理が実行される（「制御開始処理」Ｓ１３０１）。ここで、制御開始処理Ｓ１３０１
について詳細に説明する。図１９は、制御開始処理の一例を表すフローチャートである。
制御開始処理Ｓ１３０１において、図１９に示されたように、プログラムの実行を制御す
るスタックポインタ（ＲＡＭの一部の領域）に初期値が設定される（「プログラム開始処
理」Ｓ１４０１）。プログラム開始処理Ｓ１４０１の後に、払出制御装置９３０及びサブ
制御装置９４０等が立ち上がるまで、所定の時間だけ待機する（「周辺装置立上待機処理
」Ｓ１４０２）。周辺装置立上待機処理Ｓ１４０２の後に、電源・発射制御装置９００の
強制初期化スイッチ１０７からの強制初期化信号がオン状態であるか否かによって、ＲＡ
Ｍに保持されている各種の情報を強制的に初期化するか否かが判定される（Ｓ１４０３）
。強制初期化信号がオフ状態である場合（Ｓ１４０３：Ｎ）には、停電発生情報（ＲＡＭ
の一部の領域）が所定の停電発生値に設定されているか否かが判定される（Ｓ１４０４）
。停電発生情報が停電発生値である場合（Ｓ１４０４：Ｙ）には、前回の停電状態への移
行時に制御終了処理Ｓ１４１３においてＲＡＭの所定の領域のチェックサムの２の補数に
対応するＲＡＭ判定値が算出されているために、ＲＡＭの同一の領域のチェックサムが算
出されて、算出されたチェックサムとＲＡＭ判定値とに基づいて保持情報が正常に保持さ
れているか否かが判定される（Ｓ１４０５）。保持情報が正常に保持されている場合（Ｓ
１４０５：Ｙ）には、停電発生情報が所定の基準値に更新され（「停電発生情報解除処理
」Ｓ１４０６）、また、保持情報がＲＡＭの所定の領域に復帰される（「保持情報復帰処
理」Ｓ１４０７）。保持情報の復帰によって、前回の停電状態への移行直前の制御状態に
復帰することとなる。但し、前回の停電状態への移行直前において不正検知エラー等の各
種のエラー状態が発生していたとしても場合には、それらのエラー状態は全て解除される
。
【０１３４】
　判定処理Ｓ１４０３において強制初期化信号がオン状態であると判定された場合（Ｓ１
４０３：Ｙ）、判定処理Ｓ１４０４において停電発生情報に停電発生値が設定されていな
いと判定された場合（Ｓ１４０４：Ｎ）及び判定処理Ｓ１４０５において保持情報が正常
に保持されていない場合（Ｓ１４０５：Ｎ）には、ＲＡＭの保持情報が初期化され（「保
持情報初期化処理」Ｓ１４０８）、また、初期化コマンドが主制御装置９２０から払出制
御装置９３０及びサブ制御装置９４０の双方に出力される（「初期化コマンド出力処理」
Ｓ１４０９）。初期化コマンドを受信した払出制御装置９３０及びサブ制御装置９４０の
各々においては、所定の初期化処理が実行されることとなる。
【０１３５】
　保持情報復帰処理Ｓ１４０７及び初期化コマンド出力処理Ｓ１４０９の後に、タイマ割
込み等の各種の割込み制御のモードが設定される（「割込みモード設定処理」Ｓ１４１０
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）。割込みモード設定処理Ｓ１４１０の後に各種の割込みが許可される（「割込み許可処
理」Ｓ１４１１）。割込み許可処理Ｓ１４１１の終了によって制御開始処理Ｓ１３０１が
終了する。
【０１３６】
　制御開始処理Ｓ１３０１は、停電状態からの復帰後において一度だけ実行され、その後
は、図１８に示されたように、停電状態へ移行しない限り繰り返し実行されるループ処理
に移行する。
【０１３７】
　ループ処理において、まず、タイマ割込み等の各種の割込みが禁止される（「割込み禁
止処理」Ｓ１３０２）。割込み禁止処理Ｓ１３０２の後に、不正検知情報が所定の不正発
生値であるか否かによって不正が検知されているか否かが判定される（Ｓ１３０３）。不
正が検知されていない場合（Ｓ１３０３：Ｎ）には、遊技機１００の外部の監理コンピュ
ータ等に送信される各種の外部報知信号の出力状態を制御するための各種の外部報知情報
が状況に応じて更新される（「外部報知情報更新処理」Ｓ１３０４）。具体的には、セン
タ役物４１の内部における右ゲートスイッチ１２Ｒを遊技球が通過したこと、つまり、大
利益状態へ移行したことを報知するための右ゲート通過報知フラグ（外部報知情報の一種
）が右ゲート通過個数カウンタの値を参照して更新され、右ゲート通過個数カウンタの値
が更新される。また、センタ役物４１へ中上入賞口４３を通して遊技球が進入したこと、
つまり、大利益状態及び小利益状態を区別することなく利益状態へ移行したことを報知す
るためのセンタ役物入球報知フラグ（外部報知情報の一種）が入球個数カウンタの値を参
照して更新され、入球個数カウンタの値が更新される。また、センタ役物４１の内部にお
ける左ゲートスイッチ１２Ｌを遊技球が通過したこと、つまり、小利益状態（夜間型遊技
状態）へ移行したことを報知するための左ゲート通過報知フラグ（外部報知情報の一種）
が左ゲート通過個数カウンタの値を参照して更新され、左ゲート通過個数カウンタの値が
更新される。最後に、各種の一般入賞口を遊技球が通過したことを報知するための普通入
賞報知フラグ（外部報知情報の一種）が普通入賞個数カウンタの値を参照して更新され、
普通入賞個数カウンタの値が更新される。なお、外部報知情報の一種である不正検知フラ
グの更新は、センタ役物入球処理Ｓ１１０８における不正検知フラグ設定処理Ｓ１０７（
図１２参照）によって行われる。
【０１３８】
　外部報知情報更新処理Ｓ１３０４の後に、リングバッファに格納されている各種のコマ
ンドが格納順に主制御装置９２０からサブ制御装置９４０に出力される（「サブ系情報出
力処理」Ｓ１３０５）。サブ系情報出力処理Ｓ１３０５において、各種のコマンドの出力
に伴い送信制御信号もサブ制御装置９４０に出力される。サブ系情報出力処理Ｓ１３０５
の後に、入賞個数カウンタの値や各種の払出状態情報に基づいて各種のコマンドが主制御
装置９２０から払出制御装置９３０に出力される（「払出系情報出力処理」Ｓ１３０６）
。払出系情報出力処理Ｓ１３０６において、入賞コマンドの出力に伴い送信制御信号も払
出制御装置９３０に出力される。なお、本形態においては、入賞時に払い出すべき遊技球
の個数は入賞口の種類に依存せず同一であるために、１種類の入賞コマンドを入賞回数だ
け出力するように制御しているが、入賞に応じて払出個数を算出して払出個数に応じて異
なるコマンドを出力する構成であってもよい。また、本発明においては、入賞時に払い出
すべき遊技球の個数が異なる複数種類の入賞口を備える構成であってもよく、この場合に
は、入賞口の種類ごとに異なる入賞コマンドを入賞回数だけ出力してもよいし、入賞に応
じて払出個数を算出して払出個数に応じて異なるコマンドを出力してもよい。本形態にお
いては、サブ系情報出力処理Ｓ１３０５及び払出系情報出力処理Ｓ１３０６が割込みによ
って中断されることがない様に、これらの処理は割込みを禁止した状態で実行している。
これによって、サブ系情報出力処理Ｓ１３０５及び払出系情報出力処理Ｓ１３０６が簡素
化できるからである。また、本形態においては、１回のループ処理のサブ系情報出力処理
Ｓ１３０５及び払出系情報出力処理Ｓ１３０６において出力されるコマンドの総数が所定
の個数（例えば、「４」）以下に規制されており、１回のループ処理が所定の時間（例え



(31) JP 5348403 B2 2013.11.20

10

20

30

40

50

ば、４ｍｓ）以内に終了するように構成されている。
【０１３９】
　払出系情報出力処理Ｓ１３０６の後に、タイマ割込み等の各種の割込みが許可される（
「割込み許可処理」Ｓ１３０７）。割込み許可処理Ｓ１３０７の後に、払出制御装置９３
０から出力される賞球計数信号（払出装置３５８から払い出される遊技球の払出計数スイ
ッチ３６２による検出に応じた信号）の出力状態及び賞球計数信号の受信状況を監視する
払出中タイマ（ＲＡＭの一部の領域）の値に基づいて賞球の払い出し状態が確認され、状
況に応じて払い出し中であるか否かを識別する払出中フラグ（払出状態情報の一種）が更
新され、また、払出フラグが設定された場合には払出開始コマンドがリングバッファに格
納され、払出フラグが解除された場合には払出終了コマンドがリングバッファに格納され
る（「賞球払出状態監視処理」Ｓ１３０８）。なお、サブ制御装置９４０は、払出報知開
始コマンドの受信によって枠発光装置１２１～１２５による払出中の報知を開始させ、払
出報知開始コマンドの受信によって払出中の報知を終了させることとなる。
【０１４０】
　賞球払出状態監視処理Ｓ１３０８の後に、払出制御装置９３０から出力される異常信号
の出力状態に基づいて払出装置３５８における異常の発生や払出制御装置９３０に接続さ
れた内枠スイッチ１０８、前面枠スイッチ１０９、貯留球スイッチ３６３による異常の検
出が確認され、状況に応じて払出関連の異常発生中であるか否かを識別する払出異常フラ
グ（払出状態情報の一種）が更新され、また、払出異常フラグが設定された場合にはリン
グバッファに払出異常発生コマンドが格納され、払出異常フラグが解除された場合にはリ
ングバッファに払出異常解消コマンドが格納される（「払出異常監視処理」Ｓ１３０９）
。なお、サブ制御装置９４０は、払出異常発生コマンドの受信によって枠発光装置１２１
～１２５や音響装置１８０による払出中の報知を開始させ、払出異常解消コマンドの受信
によって払出中の報知を終了させることとなる。
【０１４１】
　賞球払出状態監視処理Ｓ１３０９の後に、球溢れスイッチ１６４の検出状態に基づく球
溢れ信号の出力状態に基づいて下皿１６０における遊技球の貯留状態が確認され、状況に
応じて下皿１６０が満タンあるか否かを識別する球溢れフラグ（払出状態情報の一種）が
更新され、また、球溢れフラグが設定された場合にはリングバッファに球溢れ発生コマン
ドが格納され、球溢れフラグが解除された場合にはリングバッファに球溢れ解消コマンド
が格納される（「下皿貯留状態監視処理」Ｓ１３０１０）。なお、サブ制御装置９４０は
、球溢れ発生コマンドの受信によって枠発光装置１２１～１２５や音響装置１８０による
下皿満タンの報知を開始させ、球溢れ解消コマンドの受信によって下皿満タンの報知を終
了させることとなる。
【０１４２】
　判定処理Ｓ１３０３において不正が検知されている場合には、遊技進行の停止状態を維
持するために外部報知情報更新処理Ｓ１３０４～下皿貯留状態監視処理Ｓ１３１０がスキ
ップされ、タイマ割込み等の各種の割込みを許可する処理（「割込み許可処理」Ｓ１３１
１）のみが実行される。これによって、各種の情報が更新されたり周辺装置の状態が変更
されたりすることを防止できる。また、割込み許可処理Ｓ１３１１を実行することによっ
て停電信号の監視が継続できるために、遊技進行の停止状態を解除するために必要な停電
状態への移行に際して、正常に制御処理を終了させることができることとなる。
【０１４３】
　下皿貯留状態監視処理Ｓ１３１０及び割込み許可処理Ｓ１３１１の後に、停電発生情報
が停電発生値であるか否かによって停電状態に移行しているか否かが判定される（Ｓ１３
１２）。停電状態に移行していない場合（Ｓ１３１２：Ｎ）には、タイマ割込みの割込み
数が所定の値（本形態では「４」）であるか否かによって、前回のループ処理が終了して
から所定の回数（本形態では４回）だけタイマ割込みが実行されたか否かが判定され（Ｓ
１３１３）、所定の回数のタイマ割込みが実行されていない場合（Ｓ１３１３：Ｎ）には
、判定処理Ｓ１３１２に戻る。これによって、停電状態への移行を監視しながら所定の回
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数のタイマ割込みが実行されるまで待つこととなり、ループ処理が一定時間間隔で実行さ
れることとなる。一方、所定の回数のタイマ割込みが実行されたと判定された場合（Ｓ１
３１３：Ｙ）には、割込み数が基準値（本形態では「０」）に初期化され（「割込み数初
期化処理」Ｓ１３１４）、その後、割込み禁止処理Ｓ１３０２に戻る。
【０１４４】
　判定処理Ｓ１３１２において停電状態へ移行していると判定された場合（Ｓ１３１２：
Ｙ）には、割込みが禁止され、停電状態へ移行したことを表す停電コマンドがサブ制御装
置９４０に出力され、発射関連信号用の信号送信回路及び送信制御・外部報知信号用の信
号送信回路の出力状態がオフ状態に設定され、ＲＡＭの所定の領域のチェックサムの２の
補数に対応するＲＡＭ判定値ＲＡＭが算出される（「制御終了処理」Ｓ１３１５）。その
後は、無限ループに入り、停電状態から復帰するまで待機することとなる。
【０１４５】
　（本発明に係る振動検知に関連する主たる構成）
　本発明の主たる特徴部分である振動検知及びそれに基づく動作に関連する構成について
まとめて説明する。遊技機１００は、上述のように、外枠１０１（図３参照）と、内枠セ
ット１０２（図３参照）と、遊技盤２００（図３参照）と、前面枠セット１０３（図３参
照）と、振動センサ１０（〔振動検出手段〕の一種；図６参照）と、発射装置１５０（図
３参照）と、発射操作装置１７０（図１参照）と、主制御装置９２０（図９参照）と、払
出装置３８２（図８参照）と、払出制御装置９３０（図８参照）と、枠発光装置１２１～
１２５（〔報知手段〕の一種；図４及び図９参照）と、音響装置１８０（〔報知手段〕の
一種；図９参照）と、サブ制御装置９４０（図９参照）とを備えている。遊技盤２００は
、センタ役物４１（〔振分抽選手段〕の一種；図７参照）と、センタ役物４１に入球した
遊技球を検出する入球スイッチ１１（〔遊技進行状態識別手段〕の一種；図６及び図９参
照）と、センタ役物４１から排出される遊技球を検出する右ゲートスイッチ１２Ｒ（〔抽
選結果検知手段〕及び〔放出媒体検出手段〕の一種；図６及び図９参照）と、センタ役物
４１から排出される遊技球を検出する左ゲートスイッチ１２Ｌ（〔抽選結果検知手段〕及
び〔放出媒体検出手段〕の一種；図６及び図９参照）と、左普通入賞口スイッチ１９Ｌ（
図６及び図９参照）と、各種の複数の可変入賞装置４６，４７Ｂ，４８Ｂ，４９Ｂ，５５
Ｂ，５６Ｂ（図６参照）と、各種の複数の可変入賞口スイッチ１３～１８（図６参照）と
、各種の複数のリンク機構Ｌ１，Ｌ２，Ｌ３（図６参照）とを備えている。
【０１４６】
　振動センサ１０は、遊技機１００の振動に伴って移動する検出子（図示せず）を備え、
検出子の移動に基づいて振動を検出する。振動センサ１０からは、所定の大きさ以上の振
動が検出されている場合にオン状態の振動センサ信号が出力され、それ以外の場合にはオ
フ状態の振動センサ信号が出力される。一回の加振に対してオン状態の振動センサ信号が
連続的又は間欠的に出力される。なお、大きな振動が加えられた場合には、通常、オン状
態の振動センサ信号は間欠的に出力される。振動センサ信号の出力状態は、定期的、具体
的には主制御装置９２０のタイマ割込み周期である１ｍｓ周期毎に、主制御装置９２０に
読み込まれ（図１０のスイッチ読込処理Ｓ１００６）、加えられた振動の大きさ等を推定
するために、その出力状態が監視される（図１０及び図１６の振動センサ監視処理Ｓ１０
１０）。
【０１４７】
　センタ役物４１は、外囲体４１０（図７参照）と振分部材４２０（図７参照）とを備え
ており、遊技球が中上入賞口４３（図７参照）を通してセンタ役物４１に進入した場合に
は、大利益遊技状態（〔利益遊技状態〕の一種）又は小利益遊技状態（〔利益遊技状態〕
の一種）のいずれかの利益遊技状態に移行することとなる。具体的には、中上入賞口４３
を通してセンタ役物４１に進入した遊技球は、振分部材４２０によって、右ゲートスイッ
チ１２Ｒ（図６参照）の設けられた右排出通路４１３Ｒ又は左ゲートスイッチ１２Ｌ（図
６参照）の設けられた左排出通路４１３Ｌのいずれかに機構的に振り分けられる。右排出
通路４１３Ｒに振り分けられた遊技球は右リンク機構Ｌ１及び下リンク機構Ｌ２を順次に
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作動させることとなり、それらの作動によって、一部の可変入賞装置４９Ｂ，５５Ｂ，４
７Ｂ，４８Ｂが入賞許容状態へ移行する。なお、この移行が大利益遊技状態への移行であ
る。同様に、左排出通路４１３Ｌに振り分けられた遊技球は左リンク機構Ｌ３を作動させ
ることとなり、その作動によって、その他の可変入賞装置５６Ｂが入賞許容状態に移行す
る。なお、この移行が小利益遊技状態への移行である。
【０１４８】
　入球スイッチ１１は、中上入賞口４３を通してセンタ役物４１に進入した遊技球を振分
部材４２０へ到達する前に検出する。入球スイッチ１１からは、遊技球が検出されている
場合にオン状態の入球検出信号が出力され、その他の場合にはオフ状態の入球検出信号が
出力される。入球検出信号の出力状態は、定期的に、具体的には主制御装置９２０のタイ
マ割込み周期である１ｍｓ周期毎に監視されており、入球検出信号の出力状態に基づいて
入球スイッチ１１のオン移行状態が検知されると、入球スイッチ１１のオン移行フラグが
設定される（図１０のスイッチ読込処理Ｓ１００６）。
【０１４９】
　左普通入賞口スイッチ１９Ｌは、中上入賞口４３を通してセンタ役物４１に進入した遊
技球を所定のリンク機構Ｌ１～Ｌ３を作動させた後に検出する。左普通入賞口スイッチ１
９Ｌからは、遊技球が検出されている場合にオン状態の普通入賞検出信号が出力され、そ
の他の場合にはオフ状態の普通入賞検出信号が出力される。普通入賞検出信号の出力状態
は、入球スイッチ１１の場合と同様に監視されており、普通入賞検出信号の出力状態に基
づいて、左普通入賞口スイッチ１９Ｌのオン移行状態が検知されると左普通入賞口スイッ
チ１９Ｌのオン移行フラグが設定される（図１０のスイッチ読込処理Ｓ１００６）。また
、複数の可変入賞口スイッチ１３～１８についても、左普通入賞口スイッチ１９Ｌの場合
と同様に監視されている。いずれかの入賞口スイッチ１３～１８及び１９Ｌのオン移行フ
ラグが設定された場合には、払出装置３５８によって所定の個数の遊技球が払い出される
こととなる。
【０１５０】
　誘導通路４１５から中上入賞口４３へ遊技球を不正に誘導する場合には、遊技球が中上
入賞口４３の近傍を移動しているときに振動が加えられる。この場合、遊技球は方向転換
して中上入賞口４３へ進入するために概ね一定の低速度であり、振動が加えられてから入
球スイッチ１１で遊技球が検出されるまでの時間は概ね一定でかつ長くなる。一方、右排
出口４１３Ｒに遊技球を不正に誘導する場合には、遊技球が振分部材４２０の前面側を通
過しているときに振動が加えられる。この場合、振動が加えられた際の遊技球の通過位置
やその後の振分部材４２０の振分突起４２１との干渉の度合いによって遊技球の速度は多
様に変化するために、振動が加えられてから右ゲートスイッチ１２Ｒで遊技球が検出され
るまでの時間は大きく変化し、振分部材４２０の下部で振動が加えられた場合や振動が加
えられた後における振分突起４２１との干渉の度合いが低い場合には、振動が加えられて
から右ゲートスイッチ１２Ｒで遊技球が検出されるまでの時間は極めて短くなる。
【０１５１】
　ここで、主制御装置９２０により実行される振動を検知する制御について説明する。前
面枠開閉状態フラグＦ２が解除されている前面枠セット１０３の閉鎖状態（Ｓ４０３：Ｎ
）における振動センサ１０からのオン状態の振動センサ信号の検出（Ｓ４０４：Ｙ）に応
じて、抽選状態フラグが解除されている非振分抽選状態（〔遊技進行状態〕の一種）であ
る場合（Ｓ４０５：Ｎ）には振動検知カウンタＣ１の値に「３（〔第１振動検知値〕の一
種）」が加算され（Ｓ４０６）、抽選状態フラグが設定されている振分抽選状態（〔遊技
進行状態〕の一種）である場合（Ｓ４０５：Ｎ）には振動検知カウンタＣ１の値に「６（
〔第２振動検知値〕の一種）」が加算される（Ｓ４０７）。なお、本形態における振動検
知カウンタＣ１は８ビット情報（「０」～「２５５」）である。加算した結果、振動検知
カウンタＣ１の値が「２５５（規定最大値）」を越える場合には（Ｓ４０８：Ｙ）、振動
検知カウンタＣ１の値が「２５５」に再設定される（Ｓ４０９）。具体的には、加算演算
においてキャリーフラグが設定された場合（Ｓ４０８：Ｙ）に、振動検知カウンタＣ１の
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値が最大値である「２５５」に設定される。これによって、振動センサ信号がオン状態で
ある期間において、振動検知カウンタＣ１の値は「３」ずつ増加し、その値が「２５５」
に到達した場合には「２５５」に維持されることとなる。
【０１５２】
　抽選状態フラグは、遊技進行状態を識別するフラグであり、センタ役物４１の中上入賞
口４３への遊技球の進入による入球スイッチ１１のオン移行フラグの設定に応じて設定さ
れ（Ｓ１０５）、抽選状態フラグの設定状態における右排出通路４１３Ｒへの遊技球の進
入による右ゲートスイッチ１２Ｒのオン移行フラグの設定（Ｓ２０１：Ｙ，Ｓ２０５：Ｙ
）に応じて解除され（Ｓ２０６）、また、抽選状態フラグの設定状態における左排出通路
４１３Ｌへの遊技球の進入による左ゲートスイッチ１２Ｌのオン移行フラグの設定（Ｓ３
０１：Ｙ，Ｓ３０５：Ｙ）に応じて解除される（Ｓ３０６）。
【０１５３】
　一方、前面枠開閉状態フラグＦ２が解除されている前面枠セット１０３の閉鎖状態（Ｓ
４０３：Ｎ）であり、かつ、抽選状態フラグが解除されている非振分抽選状態（Ｓ４０５
：Ｎ）において、オフ状態の振動センサ信号の検出（Ｓ４０４：Ｎ）に応じて、振動検知
カウンタＣ１の値から「１（〔非振動検知値〕の一種）」が減算される（Ｓ４１１）。具
体的には、減算前に振動検知カウンタＣ１の値が「０（〔基準値〕の一種）」である場合
（Ｓ４１０：Ｙ）には、減算を実行せず（Ｓ４１１のスキップ）、また、減算に際してゼ
ロフラグが設定された場合に、振動検知カウンタＣ１の値として「０」が設定される。こ
れによって、振動検知カウンタＣ１の値は、振動が発生していない場合には「０」に維持
されることとなり、また、振動が発生した後においては、振動中又は振動停止後の振動セ
ンサ信号がオフ状態である期間において「１」ずつ減少し、その値が「０」に到達した場
合には、「０」に維持されることとなる。
【０１５４】
　前面枠開閉状態フラグＦ２が設定されている前面枠セット１０３の開放状態において（
Ｓ４０３：Ｙ）は、振動センサ信号の出力状態に関わらず振動検知カウンタＣ１は強制的
に基準値である「０」に維持される（Ｓ４１７）。
【０１５５】
　遊技機１００に大きな振動が加えられた場合には、通常、振動検知カウンタＣ１の値は
大きな値まで増加する。したがって、振動検知カウンタＣ１の値が過剰振動閾値（本形態
では、「９０」）以上である場合（Ｓ４２１：Ｎ）には、故意に遊技機１００を殴打する
等の過剰振動と検知されて、振動検知フラグＦ１が未だ設定されていない場合（Ｓ４２２
：Ｎ）には振動検知フラグＦ１が設定される（Ｓ４２３）。また、過剰振動との検知に応
じて、所定の枠発光装置１２１～１２５の発光によって過剰振動の発生が報知される。具
体的には、過剰振動との検知に応じて、主制御装置９２０からサブ制御装置９４０に過剰
振動報知開始コマンドが出力され（Ｓ４２４）、過剰振動報知開始コマンドを受信したサ
ブ制御装置９４０によって所定の枠発光装置１２１～１２５が作動され、過剰振動発生の
報知が実行される。なお、振動検知カウンタＣ１の値が過剰振動閾値以上でない場合（Ｓ
４２１：Ｙ）には、振動が発生していたとしても過剰振動とは判定されないために、振動
検知フラグＦ１が設定されず（Ｓ４２３のスキップ）、また、過剰振動報知開始コマンド
が出力されない（Ｓ４２４のスキップ）。したがって、過剰振動発生の報知も行われない
。
【０１５６】
　振動検知カウンタＣ１の値が過剰振動閾値を越え、更に異常振動閾値（本形態では、「
２４０」以上となった場合（Ｓ４２５：Ｎ）には、センタ役物４１の中上入賞口４３や右
排出通路４１３Ｒに遊技球を誘導するための不正振動誘導である可能性が極めて高いため
に、その後の中上入賞口４３や右排出通路４１３Ｒへの遊技球の進入の監視が開始される
。具体的には、遊技停止監視タイマＴ１の値に「１５００（規定値）」が設定される（Ｓ
４２６）。遊技停止監視タイマＴ１は、振動検知カウンタＣ１の値が「２４０」に減少し
た後における主制御装置９２０のタイマ割込みごとに「１」だけ減算される（Ｓ４０２）
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。なお、遊技停止監視タイマＴ１の値が「０」である場合（Ｓ４０１：Ｙ）には、減算は
実行されない（Ｓ４０２のスキップ）。したがって、遊技停止監視タイマＴ１に「０」以
外の値が設定されている期間が遊技停止監視期間であり、その始端は振動検知カウンタＣ
１が「２４０」以上となったときであり、その終端は振動検知カウンタＣ１が最後に「２
４０」以下となってから実質的に１５００ｍｓの一定時間が経過したときである。
【０１５７】
　遊技停止監視期間における中上入賞口４３への遊技球の進入によって入球スイッチ１１
のオン移行フラグが設定された場合（Ｓ１０１：Ｙ，Ｓ１０２：Ｎ）には、不正振動誘導
の発生と判断されて、不正検知情報に所定の不正発生値が設定され（Ｓ１０６）、強制的
に遊技進行が停止される。具体的には、発射ソレノイド駆動フラグ及び球送りソレノイド
駆動フラグが解除される（Ｓ１０８）と共に、それらのフラグ状態に応じてオフ状態の発
射制御信号及びオフ状態の球送り制御信号が出力される（Ｓ１０９）。これによって、発
射装置１５０が強制的に停止状態となり、以降は、不正検知情報に不正発生値が設定され
ていることによって（Ｓ１００５：Ｙ）、発射装置１５０の駆動状態を含め各種のスイッ
チ等の状態が更新されないために（Ｓ１００８～Ｓ１０１０のスキップ）、遊技進行が永
続的に停止される。また、外部の監理コンピュータ等へ不正振動誘導の発生が報知される
。具体的には、不正検知フラグが設定され（Ｓ１０７）、不正検知フラグの設定に応じて
、不正検出信号が監理コンピュータ等に出力される。不正検出信号を受信した監理コンピ
ュータは不正の発生を報知する。また、枠発光装置１２１～１２５及び音響装置１８０に
よって、不正振動誘導の発生が報知される。具体的には、不正振動誘導との検知に応じて
、不正振動誘導検知コマンドが出力され（Ｓ１１０）、不正振動誘導検知コマンドを受信
したサブ制御装置９４０によって枠発光装置１２１～１２５及び音響装置１８０が作動さ
れ、不正振動誘導の発生が報知される。
【０１５８】
　また、遊技停止監視期間における右排出通路４１３Ｒへの遊技球の進入によって右ゲー
トスイッチ１２Ｒのオン移行フラグが設定された場合（Ｓ２０１：Ｙ，Ｓ２０２：Ｎ）に
は、遊技停止監視期間における中上入賞口４３への遊技球の進入の場合と同様に、不正振
動誘導の発生と判断されて強制的に遊技進行が停止される（Ｓ２０７～Ｓ２１１）。同様
に、遊技停止監視期間における左排出通路４１３Ｌへの遊技球の進入によって左ゲートス
イッチ１３Ｌのオン移行フラグが設定された場合（Ｓ３０１：Ｙ，Ｓ３０２：Ｎ）には、
遊技停止監視期間における右排出通路４１３Ｒへの遊技球の進入の場合と同様に、不正振
動誘導の発生と判断されて強制的に遊技進行が停止される（Ｓ３０７～Ｓ３１１）。
【０１５９】
　ここで、振動が加えられた場合の遊技機の動作について、概ね時系列に沿って具体的に
説明する。図２０は、振動判定方法を説明するために振動検知カウンタＣ１の時間推移を
定性的に表すタイミングチャートである。図２０において、振動センサ信号の時間推移と
共に非振分抽選状態における振動検知カウンタＣ１の時間推移（実線）及び振分抽選状態
における振動検知カウンタＣ１の時間推移（破線）が示されている。なお、図２０におい
て、時刻ｔ９以降における振動センサ信号は図示を省略したがオフ状態を維持することと
する。
【０１６０】
　図２０に示されたように、強い振動が加えられると、振動センサ信号の出力状態はオン
状態とオフ状態とを繰り返す。時刻ｔ０において振動センサ信号がオン状態に移行すると
、振動検知カウンタＣ１（実線）の値がタイマ割込み周期ごとに「３」ずつ増加し、振動
センサ信号がオフ状態に移行するまでその増加は継続する。その後、時刻ｔ１において振
動センサ信号がオフ状態に移行すると、振動検知カウンタＣ１（実線）の値がタイマ割込
み周期ごとに「１」ずつ減少し、振動センサ信号がオフ状態に移行するまでその減少は継
続する。なお、図２０には、振動検知カウンタＣ１の値が時刻ｔ０から時刻ｔ１まで滑ら
かに増加し、時刻ｔ１から時刻ｔ２まで滑らかに減少するかのように示されているが正確
には階段状に変化している。他の区間における増加及び減少の場合も同様である。その後
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、振動センサ信号の出力状態に応じて、振動検知カウンタＣ１（実線）の値は、時刻ｔ２
～時刻ｔ３、時刻ｔ４～時刻ｔ５及び時刻ｔ６～時刻ｔ７において増加し、時刻ｔ３～時
刻ｔ４、時刻ｔ５～時刻ｔ６、時刻ｔ７～時刻ｔ８、時刻ｔ４～時刻ｔ５において減少す
る。なお、時刻ｔａにおいて振動検知カウンタＣ１（実線）の値が過剰振動閾値である「
９０」以上となると、過剰振動の発生と判断される。時刻ｔ８において振動センサ信号が
オン状態となると振動検知カウンタＣ１（実線）の値は同様に増加するが、時刻ｔｃにお
いて規定最大値である「２５５」に到達するとその値が維持される。なお、時刻ｔｂにお
いて振動検知カウンタＣ１の値が異常振動閾値である「２４０」以上となると、異常振動
の発生と判断される。振動センサ信号の出力状態に応じて更新される。時刻ｔ９において
振動センサ信号がオフ状態となると振動検知カウンタＣ１の値が減少し、その値が基準値
である「０」に到達するまで減少する。なお、振動検知カウンタＣ１の値が「０」である
場合には、振動センサ信号がオフ状態であってもその値を維持する。
【０１６１】
　一方、振分抽選状態における振動検知カウンタＣ１（破線）の値も、時刻ｔ０～時刻ｔ
１、時刻ｔ２～時刻ｔ３、時刻ｔ４～時刻ｔ５及び時刻ｔ６～時刻ｔ７においてタイマ割
込み周期ごとに増加するが、非振分抽選状態と異なり、単位増加量は「６」である。なお
、タイマ割込み周期ごとの更新において振動検知カウンタＣ１（破線）の値が規定最大値
を越える場合（時刻ｔｃ１～時刻ｔ５，時刻ｔｃ２～時刻ｔ７、時刻ｔｃ３～時刻ｔｃ）
には、その値は非振分抽選状態の場合と同様に強制的に規定最大値「２５５」に維持され
る。時刻ｔ３～時刻ｔ４、時刻ｔ５～時刻ｔ６、時刻ｔ７～時刻ｔ８、時刻ｔ４～時刻ｔ
５において、非振分抽選状態の場合と同様にタイマ割込み周期ごとに「１」ずつ減少する
。図２０から分かるように、振動検知カウンタＣ１（破線）の値は、時刻ｔａよりも早い
時刻ｔａ’において過剰振動閾値「９０」となり、また、時刻ｔｂよりも早い時刻ｔｂ’
において異常振動閾値「２４０」以上となるために、振分抽選状態においては、同一の強
度の振動が加えられたとしても、非振分抽選状態よりも早く過剰振動及び異常振動の発生
と判断される。
【０１６２】
　ここで、振動検知カウンタＣ１の値に応じた遊技機１００の動作について説明する。図
２１は非振分抽選状態における振動検知カウンタＣ１の値の最大値が「９０」未満である
微少振動に基づく遊技機の動作を定性的に表すフローチャートであり、図２２は非振分抽
選状態における振動検知カウンタＣ１の値の最大値が過剰振動閾値以上異常振動閾値未満
である過剰振動に基づく遊技機の動作を定性的に表すフローチャートであり、図２３及び
図２４の各々は非振分抽選状態における振動検知カウンタＣ１の値が異常振動閾値以上と
なる異常振動に基づく遊技機の動作を定性的に表すフローチャートである。なお、図２３
には遊技進行が続行される場合が示され、図２４には遊技進行が停止される場合が示され
ている。
【０１６３】
　図２１に示されたように、抽選状態フラグ（図中のＯＦＦ）が解除状態を維持している
非振分抽選状態における振動に基づく振動検知カウンタＣ１の最大値が「９０」未満であ
る場合（Ｓ４２１：Ｙ）には、振動検知フラグＦ１の状態は解除状態（図中のＯＦＦ）に
維持されるために（Ｓ４２３のスキップ）、枠発光装置１２１～１２５によって過剰振動
の発生の報知（図中の発光報知）は行われない（Ｓ４２４のスキップ）。また、遊技停止
監視タイマＴ１が作動せず（Ｓ４２６のスキップ）、その値が「０」に維持されるために
、入球スイッチ１１のオン移行フラグが解除状態を維持している場合（Ｓ１０１：Ｎ）に
限らず、図２１に示されたように設定状態に移行した場合（Ｓ１０１：Ｙ）であっても遊
技停止監視タイマＴ１が「０」であるために（Ｓ１０２：Ｙ）、不正検知情報は不正非発
生値（図中のＯＦＦ）を維持する（Ｓ１０６のスキップ）。したがって、音響装置１８０
によって不正振動誘導の報知（音響報知）が行われることも、外部の監理コンピュータ等
に不正振動誘導の発生を報知させるための信号の出力（外部送信報知）が行われることも
ない（Ｓ１０７及びのＳ１１０スキップ）。また、不正振動誘導と検知されていないため
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に（Ｓ１３０５：Ｎ）、発射許可信号がオン状態である場合には、通常の場合と同様に、
球送りソレノイド駆動フラグ及び発射ソレノイド駆動フラグが周期的に制御されて（Ｓ１
００８）、発射装置１５０は周期ごとに遊技球を１球ずつ射出する。なお、時刻ｔｊにお
ける入球スイッチ１１のオン移行フラグの設定に応じて抽選状態フラグが設定され、時刻
ｔｍにおける右ゲートスイッチ１２Ｒのオン移行フラグの設定又は右ゲートスイッチ１２
Ｌのオン移行フラグの設定（破線）に応じて抽選状態フラグが解除される。
【０１６４】
　次に、非振分抽選状態における振動に基づいて振動検知カウンタＣ１の最大値が「９０
」以上であり「２４０」未満となる場合について説明する。なお、図２１に示された微少
振動の場合との相違についてのみ詳細に説明する。図２２に示されたように、時刻ｔｄに
おいて振動検知カウンタＣ１の値が「９０」以上となったときに（Ｓ４２１：Ｎ）、振動
検知フラグＦ１が解除されているために（Ｓ４２２：Ｙ）、振動検知フラグＦ１が設定さ
れる（Ｓ４２３）。また、過剰振動報知開始コマンドがサブ制御装置９４０に出力され（
Ｓ４２４）、枠発光装置１２１～１２５によって過剰振動の発生の報知（図中の発光報知
）が開始される（図中のＯＮ）。その後、時刻ｔｅにおいて振動検知カウンタＣ１の値が
「０」に復帰すると（Ｓ４１２：Ｎ）、振動検知フラグＦ１が解除され（Ｓ４１３）、ま
た、過剰振動報知停止コマンドがサブ制御装置９４０に出力される（Ｓ４１５）。なお、
過剰振動報知停止コマンドを受信したサブ制御装置９４０は、その受信から所定の時間（
例えば、５秒）の経過後に、枠発光装置１２１～１２５による過剰振動の発生の報知を停
止する。
【０１６５】
　次に、非振分抽選状態における振動検知カウンタＣ１の値が「２４０」以上となるが、
入球スイッチ１１のオン移行フラグが設定されない場合、つまり、非振分抽選状態におい
て大きな振動が与えられたが、その直後にセンタ役物４１の中上入賞口４３に遊技球が進
入しなかった場合について説明する。なお、図２２に示された過剰振動の場合との相違に
ついてのみ詳細に説明する。図２３に示されたように、時刻ｔｆにおいて振動検知カウン
タＣ１の値が「２４０」以上となったときに（Ｓ４２５：Ｎ）、遊技停止監視タイマＴ１
が規定値である「１５００」に設定される（Ｓ４２６）。なお、振動検知カウンタＣ１の
値が「０」以外である場合（Ｓ４０１：Ｎ）には、タイマ割込みごとに遊技停止監視タイ
マＴ１の値は「１」だけ減算されるが（Ｓ４０２）、振動検知カウンタＣ１の値が「２４
０」以上である場合には繰り返し、その値に「１５００」が設定されるために（Ｓ４２６
）、時刻ｔｇにおいて振動検知カウンタＣ１の値が「２４０」未満となるまでは、実質的
に「１５００」に維持される。時刻ｔｇにおいて振動検知カウンタＣ１の値が「２４０」
未満となると、遊技停止監視タイマＴ１の値は「１」ずつ小さくなる（Ｓ４０２）。なお
、遊技停止監視タイマＴ１が「０」以外の値をとる時刻ｔｆから時刻ｔｉまでの間が遊技
停止監視期間である。時刻ｔｈにおいて遊技停止監視タイマＴ１の値が「０」に復帰する
と（Ｓ４１２：Ｎ）、振動検知フラグＦ１が解除され（Ｓ４１４）、また、過剰振動報知
停止コマンドがサブ制御装置９４０に出力される（Ｓ４１５）。なお、過剰振動報知停止
コマンドを受信したサブ制御装置９４０は、その受信から所定の時間（例えば、５秒）の
経過後に、枠発光装置１２１～１２５による過剰振動の発生の報知を停止する。
【０１６６】
　次に、非振分抽選状態における振動に基づいて振動検知カウンタＣ１の値が「２４０」
以上となり、遊技停止タイマＴ１が解除される前に入球スイッチ１１のオン移行フラグが
設定された場合、つまり、非振分抽選状態に大きな振動が与えられ、その直後にセンタ役
物４１の中上入賞口４３に遊技球が進入した場合について説明する。図２４に示されたよ
うに、時刻ｔｆから時刻ｔｉまでの遊技停止監視期間内の時刻Ｔｊにおいて入球スイッチ
１１のオン移行フラグが設定されると（Ｓ１０１：Ｙ）、遊技停止監視タイマＴ１が「０
」以外の値であるために（Ｓ１０２：Ｎ）、不正振動誘導の発生と検知されて、不正検知
情報に所定の不正発生値が設定される（Ｓ１０６）。また、不正振動誘導の検知に応じて
不正検知フラグが設定される（Ｓ１０７）。不正検知フラグの設定に応じて不正検出信号
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が監理コンピュータ等の外部装置に送信され、この不正検出信号によって不正振動誘導の
発生が外部に報知（図中の外部送信報知）されることとなる（次回のタイマ割込みにおけ
るＳ１００３）。また、不正振動誘導の検知に応じて、球送りソレノイド駆動フラグ及び
発射ソレノイド駆動フラグが強制的に解除される（Ｓ１０８）と共に、オフ状態の球送り
制御信号及びオフ状態の発射制御信号が電源監視装置９１０を介して電源・発射制御装置
９００の発射制御部９１２に出力される。発射制御部９１２は、オフ状態の球送り制御信
号の受信に応じて球送りソレノイド１５１を停止状態に強制的に移行させ、また、オフ状
態の発射制御信号の受信に応じて発射ソレノイド１５２を停止状態に強制的に移行させる
こととなる。これによって、発射装置１５０の動作が停止し、遊技進行が停止されること
となる。更に、不正振動誘導の検知に応じて、不正誘導検知コマンドがサブ制御装置９４
０に出力される（Ｓ１１０）。これによって、不正誘導検知コマンドを受信したサブ制御
装置９４０は、各種の枠発光装置１２１～１２５による発光報知を継続させると共に、音
響装置１８０による不正発生の報知（図中の音響報知）を開始させる。
【０１６７】
　不正振動誘導の検知に伴う処理の実行後（Ｓ１０６～Ｓ１１０）においては、不正検知
情報に所定の不正発生値が設定されているために（Ｓ１３０３：Ｙ）、タイマ割込みを許
可する処理（Ｓ１３１１）と停電状態への移行に関する処理（Ｓ１３１２，Ｓ１３１５）
のみが実行される。また、タイマ割込みにおいても、不正検知情報に所定の不正発生値が
設定されているために（Ｓ１００５：Ｙ）、球送り制御信号及び発射制御信号の出力（Ｓ
１００２）と、外部報知に関する信号の出力（Ｓ１００３）と、電源監視装置９１０から
の停電信号の出力状態の監視のみが実行される。なお、球送り制御信号や発射制御信号の
出力状態は変更されないために（Ｓ１００８のスキップ）、発射装置１５０は不正振動誘
導の検知直後において強制的に停止された状態を維持することとなる。また、遊技機１０
０の内部状態が実質的に変更されないために（Ｓ１００６～Ｓ１０１０のスキップ）、外
部報知の出力状態も変更されず、不正振動誘導の検知直後における出力状態を維持するこ
ととなる。更に、サブ制御装置９４０への各種のコマンドが送信されないために、サブ制
御装置９４０によって制御される枠発光装置１２１～１２５や音響装置１８０等の各種の
装置の作動形態は変更されない。これによって、不正振動誘導の発生に関連する発光報知
や音響報知が維持される。なお、この状況は、電源スイッチ３８２をオフ状態にしたり、
電源プラグを電力供給コンセントから抜脱させて停電状態に移行させたりするまで継続す
る。停電状態に移行させると、電源監視装置９１０からオン状態の停電信号が主制御装置
９２０に出力される。そのオン状態の停電信号を主制御装置９２０が受信すると、停電発
生情報に所定の停電発生値が設定されて（Ｓ１００４）、停電状態への移行と検知される
（Ｓ１３１２：Ｙ）。これによって、主制御装置９２０の制御が終了し（Ｓ１３１５）、
また、払出制御装置９３０及びサブ制御装置９４０の制御が終了する。
【０１６８】
　なお、不正振動誘導の発生の検知後に、一旦、停電状態へ移行させてから、電源スイッ
チ３８２をオン状態にしたり、電源プラグを電力供給コンセントに挿入させたりして通電
状態へ移行させたりすると、各種のエラー状態や報知状態や各種の装置の駆動状態が所定
の通常の状態に復帰する（Ｓ１４０７）。
【０１６９】
　次に、抽選状態フラグ（図中のＯＦＦ）が設定状態を維持している振分抽選状態におけ
る振動に基づいて振動検知カウンタＣ１の値が「２４０」以上となり、遊技停止タイマＴ
１が解除される前に右ゲートスイッチ１２Ｒのオン移行フラグが設定された場合、つまり
、センタ役物４１内における遊技球の振り分け中に大きな振動が与えられ、その直後に右
排出通路４１３Ｒに遊技球が進入した場合について説明する。図２５は、振分抽選状態に
おける異常振動の検知に応じた遊技機の動作の一例を定性的に表すタイミングチャートで
ある。図２５には、比較のために、本形態とは異なり振分抽選状態においても非振分抽選
状態の場合と同一の処理を実行する場合が破線で示されている。なお、以下においては、
図２４に示された非振分抽選の場合との相違についてのみ詳細に説明する。



(39) JP 5348403 B2 2013.11.20

10

20

30

40

50

【０１７０】
　図２５に示されたように、遊技停止監視期間外の時刻ｔｊ’において入球スイッチ１１
のオン移行フラグが設定されると（Ｓ１０１：Ｙ，Ｓ１０２：Ｙ）、抽選状態フラグが設
定される（Ｓ１０５）。その後に振動が加えられて、時刻ｔｄ’において振動検知カウン
タＣ１の値が「９０」以上となったとき（Ｓ４２１：Ｎ）には、非振分抽選状態の場合と
同様に過剰振動の発生と判断されて振動検知フラグＦ１が設定され（Ｓ４２２：Ｙ，Ｓ４
２３）、時刻ｔｆ’において振動検知カウンタＣ１の値が「２４０」以上となったとき（
Ｓ４２５：Ｎ）には、非振分抽選状態の場合と同様に異常振動の発生と判断されて遊技停
止監視タイマＴ１が規定値である「１５００」に設定される（Ｓ４２６）。なお、オン状
態の振動センサ信号に基づくタイマ割込み周期ごとの増加量は、非振分抽選期間において
「３」であったが、振分抽選期間においては「６」であるために、振動検知カウンタＣ１
の値は、時刻ｔｄよりも早い時刻ｔｄ’において「９０」以上に到達し、また、時刻ｔｆ
よりも早い時刻ｔｆ’において「９０」以上に到達する。過剰振動や異常振動の検知に伴
う動作については、非振分抽選状態における振動の場合と同様である。
【０１７１】
　時刻ｔｄ’から時刻ｔｉ’までの遊技停止監視期間内の時刻ｔｍ’において右ゲートス
イッチ１２Ｒのオン移行フラグが設定されると（Ｓ１０１：Ｙ）、遊技停止監視タイマＴ
１が「０」以外の値であるために（Ｓ１０２：Ｎ）、不正振動誘導の発生と判断されて不
正検知情報が不正発生値に設定される（Ｓ１０６）。不正振動誘導の検知に伴う動作につ
いては、非振分抽選状態における振動の場合と同様である。なお、不正誘導振動の検知後
において（Ｓ１００５：Ｙ）、振動検知カウンタＣ１及び遊技停止監視タイマの値は更新
されないために（Ｓ１００８のスキップ）、それらの値は不正振動誘導の検知時の値に維
持される。
【０１７２】
　なお、振動が加えられてから右ゲートスイッチ１２Ｒのオン移行フラグが設定されるま
での時間が図２５に示されたように極めて短くなる可能性がある場合に、振分抽選状態に
おいて非振分抽選状態と同一の制御が採用されていると、破線で示されたように時刻ｔｆ
において異常振動と判断される前の時刻ｔｍ’に右ゲートスイッチ１２Ｒのオン移行フラ
グが設定されてしまい、センタ役物４１の振分抽選において不正な抽選が行われたにもか
かわらず、遊技進行が停止できない。
【０１７３】
　最後に、前面枠セット１０３への開放操作に伴って大きな振動が与えられた直後にセン
タ役物４１の中上入賞口４３に遊技球が進入した場合について説明する。図２６は、前面
枠セットの開放操作に伴う異常振動の発生後のセンタ役物への入球の検知に応じた遊技機
の動作の一例を定性的に表すタイミングチャートである。なお、図４０においては、比較
のために、前面枠セット１０３の閉鎖時と同様に振動検知カウンタＣ１が更新されたとき
の遊技停止監視期間内において入球スイッチ１１のオン移行フラグが設定された場合が破
線で示されている。以下においては、図２４に示された異常振動の場合との相違について
のみ詳細に説明する。
【０１７４】
　図２６に示されたように、時刻ｔｋにおいて前面枠セット１０３への開放操作が開始さ
れて振動検知カウンタＣ１の値が過剰振動閾値以上となった後に、前面枠スイッチ１０９
がオフ状態となり、時刻ｔｌにおいて、前面枠スイッチ１０９からオフ状態の前面枠スイ
ッチ信号が検知されると、前面枠スイッチ１０９の開閉状態を表す前面枠開閉状態フラグ
Ｆ２が解除される（Ｓ１００６）。前面枠開閉状態フラグＦ２の解除に応じて（Ｓ４０３
：Ｙ）、振動検知カウンタＣ１の値が基準値である「０」に強制的に変更され（Ｓ４１７
）、振動検知フラグＦ１が既に設定されている（Ｓ４１８：Ｎ）ために振動検知フラグが
解除され（Ｓ４１９）、過剰振動報知停止コマンドが出力される（Ｓ４２０）。これによ
って、過剰振動報知が停止される。時刻ｔ１後は、オフ状態の前面枠スイッチ信号が検知
されている限り前面枠開閉状態フラグＦ２の解除状態が維持され（Ｓ１００６）、前面枠
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開閉状態フラグＦ２の解除状態が維持されている（Ｓ４０３：Ｙ）ために、振動検知カウ
ンタＣ１の値が振動センサ信号の出力状態に依存せずに「０」に維持される（Ｓ４０６、
Ｓ４０７及びＳ４１５のスキップ）。これによって、前面枠セット１０３の閉鎖時と同様
に振動検知カウンタＣ１が更新されたとすれば異常振動と検知される場合であっても、振
動検知カウンタＣ１の値が異常振動閾値以上となることが抑制される。また、前面枠セッ
ト１０３の開放状態への移行に伴う振動によって、遊技停止監視タイマＴ１が設定される
ことも抑制される（Ｓ４２６のスキップ）。つまり、前面枠セット１０３の閉鎖時と同様
に振動検知カウンタＣ１が更新された場合の遊技停止監視期間内の時刻ｔｊにおいて、入
球スイッチ１１のオン移行フラグが設定されたとしても、不正検知情報が不正検知値に変
更されたり、不正検知フラグが設定されたりすることが抑制される。
【０１７５】
　図２６に示された場合と異なり、振動検知カウンタＣ１の値が過剰振動閾値未満である
ときに前面枠スイッチ１０９からオフ状態の前面枠スイッチ信号が検知された場合や、一
旦過剰振動停止コマンドが出力された時刻ｔ１後のように、振動検知フラグＦ１が解除さ
れている場合（Ｓ４１８：Ｙ）には、振動検知フラグＦ１の再度の解除は実行されず（Ｓ
４１９のスキップ）、過剰振動報知停止コマンドの再度の出力は実行されない（Ｓ４２０
のスキップ）。なお、前面枠開閉状態フラグＦ２の解除に応じて過剰振動発生の報知を停
止する場合について説明したが、この報知に代えて前面枠セット１０３の開放状態を表す
所定の報知を開始させてもよい。
【０１７６】
　本形態の遊技機１００であれば、振動センサ１０により振動が検出されている場合には
振動検知カウンタＣ１の値が増加して振動センサ１０により振動が検出されていない場合
には振動検知カウンタＣ１の値が減少することと、振動検知カウンタＣ１の値が基準値に
到達した場合には振動検知カウンタＣ１の値が更新されないこととによって、振動検知カ
ウンタＣ１の値を自己整合的に基準値にリセットできる。したがって、許容振動が繰り返
し発生したとしても振動検知カウンタＣ１の値が積算されることを抑制でき、許容振動の
繰り返しに基づいて許容振動範囲を外れるような誤検知を抑制できる。また、従来のよう
にリセット時期を決定するタイマ等を設ける必要がなく、遊技機１００の構成及び過剰振
動の検知の制御が複雑化されることを抑制できる。また、短期間に連続して複数の振動が
加えられる場合、つまり、前回の振動が完全に収束する前に次の振動が加えられるような
不正目的である可能性が高い場合において、２回目以降の振動において振動検知カウンタ
Ｃ１が強制的にリセットされることがなく、また、振動検知カウンタＣ１の更新が連続的
に再開されるために、連続した振動であっても良好に検知できる。
【０１７７】
　更に、振動センサ信号の出力状態がオン状態である場合に、振分抽選状態においては非
振分抽選状態よりも振動検知カウンタＣ１の値が大きく増加し、振分抽選状態における振
動の検知感度及び検知速度が非振分抽選状態よりも高感度及び高速度となることによって
、センタ役物４１による遊技媒体の振り分けにおいて振動に基づいた不正な振り分けが実
行されたか否かを非振分抽選状態よりも厳格にかつ正確に監視できる。
【０１７８】
　更に、遊技盤２００の遊技領域内に堆積した遊技球を取り除くために前面枠セット１０
３を開放する場合のように、不正振動誘導の目的で故意に振動を与える場合と同様の強度
の振動が発生し、かつその振動によって遊技球の堆積が解除されて一部の遊技球が中上入
賞口４３を通してセンタ役物４１に進入した場合であっても遊技進行は停止されないため
に、不正振動誘導の場合との識別性が向上する。したがって、不正振動誘導の検知精度、
特に、遊技機１００から離隔した場所において遊技機１００からの不正検出信号に基づく
不正振動誘導の検知精度が向上する。
【０１７９】
　上記の遊技機１００において、振動検知カウンタＣ１の更新量を増加させる振分抽選状
態が入球スイッチ１１による遊技球の検出から右ゲートスイッチ１２Ｒ又は左ゲートスイ
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ッチ１２Ｌによる遊技球の検知までの期間である構成について説明したが、本発明におい
ては、振分抽選状態が入球スイッチ１１による遊技球の検出からその後の一定時間の経過
までの期間である構成とすることもできる。ここで、この第１変化例の構成について詳細
に説明する。図２７～図３０は、それぞれ、センタ役物入球処理、右ゲート通過処理、左
ゲート通過処理及び振動センサ監視処理の前段部の第１変化例を表すフローチャートであ
る。また、図３１は、振分抽選状態における異常振動の検知に応じた遊技機の動作の第１
変化例を定性的に表すタイミングチャートである。以下においては、上記の遊技機１００
との相違についてのみ詳細に説明する。また、上記の遊技機１００と実質的に同一の制御
に関しては同一の参照符号を付すこととして、その詳細な説明を省略する。
【０１８０】
　第１変化例において、上記の遊技機１００における抽選状態フラグに代えて、抽選状態
タイマを用いる。まず、図２７に示されたように、抽選状態タイマは、第１変化例のセン
タ役物入球処理Ｓ１１０８において、入球スイッチ１１のオン移行フラグが設定された場
合（Ｓ１０１：Ｙ）に、抽選状態フラグに代えて（Ｓ１０５：図１２参照）、設定される
（「抽選状態タイマ設定処理」Ｓ１０５’）。具体的には、抽選状態タイマの値が規定値
（例えば、「３０００」）に設定される。抽選状態タイマは、図３０に示されたように、
第１変化例の振動センサ監視処理Ｓ１０１０の前段部において、抽選状態タイマが解除さ
れていない場合（抽選状態タイマの値が０以外の場合）には（判定処理Ｓ４２７：Ｙ）、
現在の値から「１」だけ減算された値に更新される（「抽選状態タイマ更新処理」Ｓ４２
８）。したがって、抽選状態タイマは、抽選状態タイマが解除されていない場合において
、タイマ割り込みごとに更新される。これによって、振分抽選状態が、入球スイッチ１１
による遊技球の検出からその後の一定時間（例えば、３秒）の経過までの期間となる。振
動検知カウンタＣ１の更新量は、図３０に示されたように、抽選状態タイマが設定されて
いるか否かの判断（判定処理Ｓ４０５’）によって変化する（Ｓ４０６，Ｓ４０７）。な
お、図２８に示されたように、第１変化例の右ゲート通過処理Ｓ１１０９においては、上
記の遊技機１００の場合のような抽選状態フラグを制御する処理（Ｓ２０５及びＳ２０６
：図１３参照）は実行されず、同様に、図２９に示されたように、第１変化例の左ゲート
通過処理Ｓ１１１０においても、上記の遊技機１００の場合のような抽選状態フラグを制
御する処理（Ｓ３０５及びＳ３０６：図１４参照）は実行されない。
【０１８１】
　第１変化例の遊技機においては、図３１の破線で示されたように、時刻ｔｊ’において
入球スイッチ１１のオン移行フラグが設定された場合に抽選状態タイマが設定されて振分
抽選状態が開始される。その後、時刻ｔｊ’から一定時間後の時刻ｔｎにおいて、右ゲー
トスイッチ１２Ｒや左ゲートスイッチ１２Ｌのオン移行フラグに依存せずに、抽選状態タ
イマが基準値に復帰すると振分抽選状態が終了する。なお、図３１の実線で示されたよう
に、抽選状態タイマが設定されている時刻ｔｍ’において不正振動誘導が検知された場合
には、抽選状態タイマの値は、不正振動誘導が検知された時の値に維持され、一旦停電状
態へ移行させてから通電状態へ移行させた場合に基準値に設定される（Ｓ１４０７）。
【０１８２】
　第１変化例の遊技機であれば、上記の遊技機１００の場合と実質的に同一の効果を奏す
る。但し、入球スイッチ１１によって遊技球が検出されてから右ゲートスイッチ１２Ｒや
左ゲートスイッチ１２Ｌによって遊技球が検出されるまでの最大時間を考慮して、振分抽
選状態である期間を設定しなければならないために、センタ役物４１から遊技球が排出さ
れてからも比較的長い時間まで振分抽選状態に維持される。したがって、不要な期間にま
で振分抽選状態を維持させない観点からは、上記の遊技機１００の構成であることが好ま
しい。
【０１８３】
　上記の遊技機１００において、振動検知カウンタＣ１の更新量を増加させる振分抽選状
態が入球スイッチ１１による遊技球の検出から右ゲートスイッチ１２Ｒ又は左ゲートスイ
ッチ１２Ｌによる遊技球の検知までの期間である構成について説明したが、本発明におい
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ては、振分抽選状態が入球スイッチ１１による遊技球の検出回数と右ゲートスイッチ１２
Ｒ又は左ゲートスイッチ１２Ｌによる遊技球の検出回数とに基づいてセンタ役物４１に滞
在している遊技球があると判断されている期間である構成とすることもできる。ここで、
この第２変化例の構成について詳細に説明する。図３２～図３５は、それぞれ、センタ役
物入球処理、右ゲート通過処理、左ゲート通過処理及び振動センサ監視処理の前段部の第
２変化例を表すフローチャートである。また、図３６は、振分抽選状態における異常振動
の検知に応じた遊技機の動作の第２変化例を定性的に表すタイミングチャートである。以
下においては、上記の遊技機１００との相違についてのみ詳細に説明する。また、上記の
遊技機１００と実質的に同一の制御に関しては同一の参照符号を付すこととして、その詳
細な説明を省略する。
【０１８４】
　第２変化例において、上記の遊技機１００における抽選状態フラグに代えて、滞在個数
カウンタを用いる。まず、図３２に示されたように、第２変化例のセンタ役物入球処理Ｓ
１１０８において、入球スイッチ１１のオン移行フラグが設定された場合（Ｓ１０１：Ｙ
）に、遊技機１００の場合の抽選状態フラグの設定に代えて（Ｓ１０５：図１２参照）、
滞在個数カウンタが更新される（「滞在個数カウンタ加算処理」Ｓ１０５”）。具体的に
は、滞在個数カウンタの値が現在値より「１」だけ増加した値に更新される。滞在個数カ
ウンタは、図３３に示されたように、第２変化例の右ゲート通過処理Ｓ１１０９において
、右ゲートスイッチ１２Ｒのオン移行フラグが設定された場合（Ｓ２０１：Ｙ）には、上
記の遊技機１００の場合のような抽選状態フラグを制御する処理（Ｓ２０５及びＳ２０６
：図１３参照）に代えて、滞在個数カウンタを更新する制御が実行される。具体的には、
滞在個数カウンタが「０」でない場合（判定処理Ｓ２０５”：Ｙ）には、その値が現在値
より「１」だけ減算された値に更新される（「滞在個数カウンタ減算処理」Ｓ２０６”）
。同様に、第２変化例の左ゲート通過処理Ｓ１１１０においても、上記の遊技機１００の
場合のような抽選状態フラグを制御する処理（Ｓ３０５及びＳ３０６：図１４参照）に代
えて、滞在個数カウンタを更新する制御が実行される。具体的には、滞在個数カウンタが
「０」でない場合（判定処理Ｓ３０５”：Ｙ）には、その値が現在値より「１」だけ減算
された値に更新される（「滞在個数カウンタ減算処理」Ｓ３０６”）。これによって、振
分抽選状態が、厳密にセンタ役物４１に遊技球が滞在している期間となる。振動検知カウ
ンタＣ１の更新量は、図３０に示されたように、滞在個数カウンタが「０」であるか否か
の判断（判定処理Ｓ４０５”）によって変化する（Ｓ４０６，Ｓ４０７）。
【０１８５】
　第２変化例の遊技機においては、図３６の実線で示されたように、時刻ｔｊ’において
入球スイッチ１１のオン移行フラグが設定された場合に、滞在個数カウンタが「１」だけ
加算されて「１」に更新される。その後、時刻ｔｊ”に入球スイッチ１１で検出された遊
技球が右ゲートスイッチ１２Ｒで検出される時刻ｔｍ”よりも前の時刻ｔｊ’において入
球スイッチ１１が後続の遊技球を検出して入球スイッチ１１のオン移行フラグが新たに設
定された場合には、滞在個数カウンタが「２」に更新される。その後、時刻ｔｍ”におい
て右ゲートスイッチ１２Ｒのオン移行フラグが設定されると、滞在個数カウンタが「１」
だけ減算されて「１」に更新される。その後、時刻ｔｆ’において異常振動が検知され、
更に、時刻ｔｍ’において不正振動誘導が検知された場合には、滞在個数カウンタの値は
、不正振動誘導が検知された時の値に維持され、一旦停電状態へ移行させてから通電状態
へ移行させた場合に基準値に設定される（Ｓ１４０７）。
【０１８６】
　第２変化例の遊技機であれば、上記の遊技機１００の場合と実質的に同一の効果を奏す
る。更に、図３６に示されたように、センタ役物４１に複数の遊技球が滞在する状態を経
て、その後、少なくとも１つの遊技球は排出されたが、少なくとも１つの遊技球は未だセ
ンタ役物４１に滞在している状態となった場合において異常振動が検知されたとしても、
正確に不正振動誘導と判断することができる。なお、上記の遊技機１００の場合であれば
、図３６に破線で示されたように、滞在個数カウンタに対応する抽選状態フラグが時刻ｔ
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ｍ’において解除されてしまい、その後の振動センサ１０による振動の検出に応じて非振
分抽選状態に対応する値（「３」）で増加するために、時刻ｔｍ’において右ゲートスイ
ッチ１２Ｒのオン移行フラグが設定されたとしても不正振動誘導と判断されないこととな
る。したがって、センタ役物４１内の遊技球の不正振動誘導を正確に検知する観点からは
、上記の遊技機１００よりも変化例２の遊技機が好ましい。なお、第２変化例の特徴部分
は、上記の第１変化例に対しても複合して適用できる。
【０１８７】
　上記の遊技機１００において、異常振動の検知後の右ゲートスイッチ１２Ｒ又は左ゲー
トスイッチ１２Ｌによる遊技球の検出に基づいて不正振動誘導と判断する構成について説
明したが、振分抽選状態における異常振動の検知に応じて不正振動誘導と判断する構成で
あってもよい。この構成の場合には、抽選状態フラグは、異常振動の検知に応じて解除し
てもよい。ここで、この第３変化例の構成について詳細に説明する。図３７～図３９は、
それぞれ、右ゲート通過処理、左ゲート通過処理及び振動センサ監視処理の後段部の第３
変化例を表すフローチャートである。また、図４０は、振分抽選状態における異常振動の
検知に応じた遊技機の動作の第３変化例を定性的に表すタイミングチャートである。以下
においては、上記の遊技機１００との相違についてのみ詳細に説明する。また、上記の遊
技機１００と実質的に同一の制御に関しては同一の参照符号を付すこととして、その詳細
な説明を省略する。
【０１８８】
　図３７に示されたように、第３変化例の右ゲート通過処理Ｓ１１０９において、上記の
遊技機１００の場合のような不正振動誘導を検知する処理（Ｓ２０２：図１３参照）及び
不正振動誘導の検知に応じて遊技進行を停止させる不正検知後処理（Ｓ２０７～Ｓ２１１
：図１３参照）は実行されず、同様に、図３８に示されたように、第３変化例の左ゲート
通過処理Ｓ１１１０においても、不正振動誘導を検知する処理（Ｓ３０２：図１３参照）
及び不正振動誘導の検知に応じて遊技進行を停止させる不正検知後処理（Ｓ３０７～Ｓ３
１１：図１３参照）は実行されない。但し、図３９に示されたように、振動検知カウンタ
Ｃ１が異常振動閾値以上となったとき（Ｓ４２５：Ｎ）であって抽選状態フラグが設定さ
れている場合（Ｓ４２８）に、上記の遊技機１００の場合の不正検知後処理（Ｓ２０７～
Ｓ２１１又はＳ３０７～Ｓ３１１）と同一の不正検知後処理（「不正検知情報更新処理」
Ｓ４２９～「不正振動誘導検知コマンド出力処理」Ｓ４３３）が実行され、また、抽選状
態フラグが解除される（「抽選フラグ解除処理」Ｓ４３４）。
【０１８９】
　第３変化例の遊技機においては、図４０の実線で示されたように、右ゲートスイッチ１
２Ｒのオン移行フラグの設定を待たずに、時刻ｔｆ’において不正振動誘導と判断できる
。つまり、破線で示された上記の遊技機１００の場合に比べて、早く不正振動誘導を検知
できる。また、これに応じて抽選状態フラグを解除して、振分抽選期間を終了させている
。
【０１９０】
　第３変化例の遊技機であれば、上記の遊技機１００の場合と実質的に同一の効果を奏す
る。更に、不正振動誘導が迅速に検知されると共に、不要な期間にまで振分抽選状態が維
持されることが防止できる。なお、第３変化例の特徴部分は、上記の第１変化例や上記の
第２変化例に対しても複合して適用できる。
【０１９１】
　上記の遊技機１００において、振動検知カウンタＣ１の更新量を増加させる振分抽選状
態が入球スイッチ１１による遊技球の検出から右ゲートスイッチ１２Ｒ又は左ゲートスイ
ッチ１２Ｌによる遊技球の検知までの期間である構成について説明したが、本発明におい
ては、振分抽選状態が入球スイッチ１１による遊技球の検出から振動検知カウンタＣ１の
値が基準値に復帰するまでの期間である構成とすることもできる。
【産業上の利用可能性】
【０１９２】
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　本発明は、弾球遊技機及び回胴遊技機等の遊技機に適している。
【符号の説明】
【０１９３】
　　１０：振動センサ
　　１１：入球スイッチ
　　１２Ｌ：左ゲートスイッチ
　　１２Ｒ：右ゲートスイッチ
　　４１：センタ役物
　　４３：中上入賞口
　　１００：遊技機
　　１０２：内枠セット
　　１０３：前面枠セット
　　１０９：前面枠スイッチ
　　１２１～１２５：枠発光装置
　　１５０：発射装置
　　１８０：音響装置
　　３５８：払出装置
　　４１０：外囲体
　　４１２：案内通路
　　４１３Ｌ：左排出通路
　　４１３Ｒ：右排出通路
　　４１５：誘導通路
　　４２０：振分部材
　　９２０：主制御装置
　　９４０：サブ制御装置
【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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【図１９】 【図２０】

【図２１】 【図２２】
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【図２３】 【図２４】

【図２５】 【図２６】
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【図２７】 【図２８】

【図２９】 【図３０】
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【図３１】 【図３２】

【図３３】 【図３４】
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【図３５】 【図３６】

【図３７】 【図３８】
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【図３９】 【図４０】
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